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茅野市は国の特好U史跡である「尖石遺跡」、同じく国の史跡である「上之段遺隊」をはじめ、縄

文時代を中心とする多くの遺跡が発見されており、その数は最近の成果で300を越えるものとなっ

ています。泉野地区にも20遺跡が確認されていますが、発掘調査が行なわれたものは日鴨寺遺跡

だけで、多くの遺跡はその性格が分らないままとなっています。泉野地区はこれまで大きな開発

から免れてきましたが、この度、槻木地区で140haにおよぶ県営園場整備事業が行なわれることと

なりました。この地区には上見遺跡をはじめ、中原遺跡、稗田頭A・ B遺跡が存在することが確

認されていますが、やむを得ず記録保存することとなりました。今回の上見遺跡の調査を手始め

に、今後数年間に中原遺跡、稗HA・ B遺跡の調査が行なわれる予定です。貴重な財産である埋

蔵文化財が失われることは、まことに残念ではありますが、今まであまり知られていなかった、

泉野地区の歴史の解明に貢献できるものと思われます。

上見遺跡は、先土器時代と縄文時代中期初頭の小さな遺跡でした。茅野市では、自樺湖周辺や、

蓼科周辺で先土器時代の遺跡が発見されていますが、どれも和田峠や麦草峠などから黒曜石を通

漆ルー ト上にある遺跡と考えられています。それらの遺跡は規模も大きく、出土する遺物もかな

りな量に上りますが、この上見遺跡は八ケ岳山麓に生活した、人々の遺跡と考えられます。この

様な遺跡は先土器時代の遺跡の多い茅野市においても数が少なく、実際の生活を知る上に貴重で

あると言えます。また、縄文時代についても、集落遺跡の発掘例の多い茅野市において、住居址

のない土坑群だけの発見は、集落とそれ以外の場所を明確に分けていた、縄文時代の人々の生活

の一端を明らかにするものでした。

最後に、今回の調査、報告書干J行に尽力頂いた、関係者に深く感謝するとともに、本報告書が、

研究者を初め、多くの人々に活用されることを願っております。

平成3年 3月

茅野市教育委員会

教育長 両 角 昭 二
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る。
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第 I章 遺跡の位置と環境

茅野市は、東に連なる八ケ岳連峰、北の霧ケ峰山塊から延びる永明寺山塊、西の赤石山脈から

続 く守屋山塊に囲まれ、諏訪地方の中でも諏訪湖周辺とは違った地形の中に形成されている。ま

た、八ケ岳の山麓台地も南八ケ岳の山麓は西に傾斜しているのに対し、北八ケ岳の山麓は北西に

傾斜している。これは北八ケ岳の火砕流が北西に流れた関係によるもので、北八ケ岳から流れ出

た河川は、北西に流れた後、上川と合流して西流し、諏訪盆地に至って北へ向きを変え、諏訪湖

に至っている。一方、南八ケ岳から流れ出た河川は、西流し、宮川と合流して北へ向きを変え、

やがて諏訪湖に至っている。

また、茅野市のほぼ中央に小泉山と大泉山があり、地形を一層複雑なものにしている。

本遺跡は、茅野市泉野下槻木に所在し、茅野市の地形区分では、北山浦と呼ばれる地域にある

遺跡の一つである。遺跡の標高はほぼ1040mで、八ケ岳山麓に近い大泉山の東に位置する。本遺

跡の南側を流れる柳川は、大泉山の南側を通った後、大泉山と刻ヽ泉山の間を抜け、月ヽ泉山の北を

西に向い、上川に合流する。一方、北側を流れる上場沢川は、西に向って流れ、小泉山手前で柳

川に近付き、並走して上川に合流する。また、柳川と上参沢川の間を大 日影川が流れ、小さな谷

を作っているが、やはり大泉山の北側を通 り、上川に合流している。

本遺跡から柳川までは約500mぁ り、40mの段差をもった台地上にある。前述のように台地が北

西に傾斜していることもあって、柳
'II以

南とは地形的に関係が薄いものとなっている。

周辺の縄文時代中期の遺跡としては、中原遺跡、稗田頭A・ B遺跡、金堀場遺隊、鴨田遺跡が

知られる。また、大泉山を挟んで西側に上の平遺跡、師岡平遺跡、威力不動尊東遺跡がある。

-1-
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第 H章 調 査 経 緯

第 1節 調査に至るまでの経過
槻木地区の県首回場整備事業は平成 2年度から平成 6年度にかけて、140haを対象に行なわれる

ことが計画され、これに伴い当該事業の実施区域内の遺跡についての保護方法の検討に入った。

茅野市教育委員会では大規模な公共事業計画については、事前に実態調査を実施し、事業地内

の埋蔵文化財の有無についてチェックする体制を年度当初にとっている。そこで県営圃場整備事

業槻木地区に関しては、上見遺跡 。中原遺跡・稗田頭A遺跡・稗田頭 B遺跡の存在することを確

認していた。

平成元年 7月 7日付元教文第130号、平成 2年度の農業基盤整備事業に係る埋蔵文化財の保護に

ついて (通知)が長野県教育委員会から出された。この通知に対 し、茅野市教育委員会では平成

元年 7月 24日 付元教生第242号 において県営圃場整備事業槻木地区の事業地区内に上見遺跡・中原

遺跡・稗田頭A遺跡・稗田頭 B遺跡が位置していることを回答した。

平成元年 8月 23日付元教文第130号平成 2年度の農業基盤整備事業に係る埋蔵文化財の保護協

議について (通知)が長野県教育委員会より提出され、 9月 H日 に長野県教育委員会小林秀夫指

導主事、児玉卓文指導主事、諏訪地方事務所土地改良課、茅野市耕地林務課圃場係、茅野市教育

委員会生涯学習課で協議がもたれた。その協議結果とし、平成元年10月 31日付元教文第 7-70-

6号県営国場整備事業槻木地区事業にかかる上見遺跡の保護について (通知)が長野県教育委員

会より提出された。それよると、上見遺跡の保護については、発掘調査による記録保存とし、発

掘調査に伴う経費は諏訪地方事務所の負担とするが、農家負担分については文化財保護側で負担

する。また、発掘調査は茅野市教育委員会に委託されるというものであった。発掘調査計画書に

よると、3,000m2以 上を発掘調査し、記録保存をはかるというもので、その経費は総額で21,000,000

円であった。この計画を受け茅野市教育委員会では平成 2年度文化財補助事業計画をあげ事業に

備えた。

平成 2年度に入り平成 2年 5月 28日 付 2教文第113号平成 2年度文化財関係国庫補助事業計画

の内定について (通知)が長野県教育委員会から提出された。これを受け 5月 31日 付 2教生第125

号平成 2年度文化財補助金申請を提出したが、文化庁補助金が減額となって内示された。それに

よると発掘調査の経費は総額で12,992,000円 というものであった。

平成 2年 8月 13日 付諏地上第239号埋蔵文化財包蔵地発掘調査計画書及び経費の見積 りについ

て (通知)が諏訪地方事務所長より茅野市長宛に提出され、この見積 り・計画書を8月 18日 付で

提出した。これを受け平成 2年 8月 20日付 2諏地土第239号 をもって諏訪地方事務所長と茅野市長

との間に「埋蔵文化財包蔵地発掘委託契約書」を取交わし業務に入った。
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平成 2年 9月 1日 付 2教生第346号で埋蔵文化財発掘通知を提出し、9月 11日 より発掘調査に入

った。

発掘調査の結果、当初の予定より遺跡の規模等が縮小となったため、平成 2年 11月 5日 付 2教

生第475号 をもって文化財国庫補助金事業の計画変更承認申請書を提出した。農政部局についても

平成 2年 12月 3日 付 2教生第516号上見遺跡発掘調査計画変更に伴 う工事施工協議書を提出し計

画変更を行なった。それによると総額7,270,000(農政部局負担5,270,000円、文化財負担2,000,000

円)で事業を行なうこととした。

第 2節 調査の方法と経過

第 1次調査

第 1地点の調査

調査は 9月 11日 から行なった。本遺跡の立地する台地は、畑の他、多くは水田として活用され

ているため、傾斜地を削平し、あるいは埋立てることにより、遺跡内の遺構が壊されている個所

の多いことが予想された。そこで、本調査に先立って、 トレンチによる遺物の出土状態、遺構の

有無についての確認を行なった。 トレンチは約 2m幅で 2～ 4m間隔で開けていった。その結果、

最初行なった第 1地′ミでは遺構・遺物の検出はなかった。

第 2地点の調査

第 2地点の調査も第 1地点と同じく、当初約 2m幅の トレンチを 2～ 4mの間隔で掘 り下げ、

遺構の有無を確認し、必要に応 じて調査区を拡張する方法をとった。 トレンチは、北からA～ J

トレンチと呼称した。しかし、調査区北側のA・ Bト レンチで、遺構の検出が予想以上に見られ

たため、遺構の集中して確認された個所については全面の表土層を系」ぎ、遺構の検出に努める事

にした。その結果、住居l■は確認されなかったものの、土坑が22基検出された。土坑には陥し穴

と考えられる土坑 2基の他、縄文時代中期初頭の一括土器を覆土内に持つ円形の土坑 も幾つか検

出された。遺構は調査区の北側に分布の集中が見られ、当初予定した範囲のさらに北側に住居址

を含む遺跡の中心があることが予想されたが、作物の取入れ時期の関係で、 9月 19日 には一旦調

査を打ち切 り、作物の取入れを待った。遺構分布図では、26ラ イン途中から南側までが第 1次調

査範囲である。

調査区は、 トレンチ調査を行なった個所 も含めた全体に、南西隅を基準 とし、 2mを 1単位 と

して、東西をアルファベ ノヽト、南北を数字で呼称するグリッドを設定した。なお、調査区の
y軸

(南北軸)の軸線方向は、N-12° 一Wを指す。

第 2次調査

調査は、畑の作物の取入れが終った11月 14日 に再開した。調査の方法については、調査対象区

域の全面の表土層を、重機を用いて手Jぎ、遺構の検出を行なう方法を取った。その結果、住居址

の検出はなかったものの、調査区域内のほぼ全面に土坑が検出された。第 1次調査を含む土坑の
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第 2図 地形と発掘区域 (1/2,000)
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総数は、65基である。

また、調査を再開した直後の11月 17日 から黒曜石の象U片が出上し始め、先土器時代の遺物包含

層の存在が予想されたが、表土層の下が直ちにローム漸移層となるため、耕作による畝がローム

層中まで達 しており、調査者の間でも確実に先上器時代の遺物であるかどうか疑問視する者も多

かった。

確実に先土器時代の遺物と考えられるようになったのは、調査終了予定日の前日である12月 7

日である。朝の霜取り作業の為ローム層上面を清掃していてローム中からいくつかの遺物の出土

を見たため、急遠調査終了を延期し、先土器時代の遺物包含層の調査に入った。その為、調査期

間が若千伸び、霜が降りるなどの困難はあったが、天候にも恵まれ、12月 12日 には無事調査を終

了した。

第 1次・第 2次調査を合せた調査面積は、第 1地点が135m2、 第 2地点が699∬であった。

遺物整理・報告書作成については、発掘調査期間中の雨天の日を利用しての遺物の洗浄のほか、

12月 中旬からの遺物整理・報告書作成期間を利用して行なった。
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第Ⅲ章
―
遺跡の層序

本遺跡の層序は、耕作土である表土層以下、遺物色含層、ローム漸移層、ソフトローム、ハー

ドロ|―ムと続く。縄文時代の遺物包含層は2層下部から3層上面である。また、1本遺跡から―は先

土器時代の遺物がと上している
.。
この時期の遺物の出土は、ローム漸移層からソフトロ‐ム下部

までで、ハードローム.までには至っていない。

①表土層 群作上で色調は灰褐色を呈する。

l②黒色土 下部に縄文時代申期初頭の上器を包含する。
O暗褐色■ 上部に縄文時代中期初頭つ土器を包含する。
④暗褐色土 ローム漸移層。先土器時代の遺物を包含する。
⑥ソフトローム 明褐色上。先生碁時代の遺物を包含する.。
⑥ハードローム1 やや自みを帯びた明褐色氏 2～ 301nの安山岩の小礫を稀に含む。微細な自
色の粒子を混入する。層高は約65c14。

⑦ハードローム2- やや自みを持びた明褐色工。径3ぬ程の暗掲色のパミス|が斑状に.入る。

Aト レンチ北肇 (―紛
1041.30

0                  ?m

第3図 遺跡の層序 l1/40)

L-27西壁
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第Ⅳ章 遺構 と遺物

第 1節 先土器時代

(1)器種構成 と遺跡における石器群の広が り

上見遺跡からは、総数182点の石器が出土した。このなかから縄文時代の定形石器と土坑および

ローム・マウン ドから出土した石器、表面採集資料を除く105点の石器が、先土器時代に属する石

器群である可能性が高いものと考えられた。この石器群は、ローム漸移層である暗褐色土層から

ソフ トローム層にかけて出上したが、暗褐色土層中からは、石鏃や縄文土器と混在し、また土坑

内出上の象」片と接合する資料があり、純然たる先土器時代の石器群であるとは言い難
い。本報告

においては、縄文時代の石器を分離することができなかったため、とくに争」片の数量的な分析は

ほとんど行ないえなかった。

石器群の器種構成は、ナイフ形石器 1点、掻器 2点、調整力H工のある剰片11点、象J片 67点、砕

片10点、石刻調整象J片 8点、石核 3点、原石 3′ミがある。

石器群は、第 2地点調査区の L・ O-27・ 36グ リッドの範囲から出土している。その広が りと

主な器種の分布、石器の接合関係を示したものが第 4図である。平面的な広がりからみると、北

側の剖片 6点からなる極めて規模の小さなブロックと、南側に広がる規模の大きなブロックの二

つのまとまりが認められる。 2つのブロックは、暗褐色土層とソフ ト・ローム層の境を中心とし

て分布し、 2つのブロックの間に層位の差は認められない。石器が接合 した例は第 5図 Iか ら第

7図Ⅵまでの 6例であるが、そのうち I、 H、 Ⅲ、 Vの 4例が南側のブロック内に集中し、強い

まとまりがみられる。

(2)先土器時代の遺物

接合資料 Iは、石核の上下両面に打面をもつ両設打面石核から打ち崇Uがされた剖片 3枚が接合

したものである。景1片手」離に先立って、第 5図 1の下側の打面を作 り、さらに細かい調整加工を

加えた後、第 5図 1・ 2を含む 3枚の崇J片 を打ち剖がしている。つぎに、石核をさかさまにし、

第 5図 3の系J片 を含む 6枚ほどの剖片を打ち黒Jが している。接合資料 Iではもっとも外側の崇J片

である第 5図 1の表面に図の上から下へむかう手」離痕が観察されることから、接合資料を都合 2

回、180度回転 して剖片素J離を行なっていることがわかる。

接合資料 Hも Iと 同様に、象J片 どうしが接合 した例である。第 5図 4・ 5と も、打面の部分が

欠けている。第 5図 4の崇J片末端には、表面および主要呆」離面よりも古い黒U離面が残っているこ

とから、接合資料 Hは Iと 異なり、打面を90度移 して争」片黒J離を行なったものと考えられる。
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接合資料Шは、石核と、石核の打面を作りだす際に打ち系Jがされた手J片が接合した資料である。

この石核は、打面を作りだした後、この打面からの象」片剖離を行なうことなく、第 6図 8の正面

図左の階段状手」離を加えられたのみで廃棄されている。

接合資料Vは、比較的偏平な原石と、黒J片剣離を行なった際に弾け飛んだ砕片が接合した資料

である。

接合資料Ⅳ・Ⅵ (第 7図)は土坑出上の制片と接合した資料である。

以上が本遺跡で出土した接合資料であるが、接合資料Ⅳ・Ⅵは土坑出上の剖片との接合例であ

り、先土器時代に属する遺物か否か不明である。

第 8図 13は、素材崇J片の打面側を我ちきるように刃潰し加工を加えたナイフ形石器である。素

材象J片の刃部にあたる部分が分厚く、通常のナイフ形石器の刃部と異なっている。また、素材剥

片の用いかたが、二側縁加工のナイフ形石器に類似することから、二側縁加工のナイフ形石器の

製作の途中で廃棄されたものとも考えられる。

第 8図 14・ 15は掻器である。14は、大きく湾曲した剰片の先端のわずかな範囲に急斜度象J離を

加えている。15は打面再生象」片を素材としている。打面再生崇」片の弧状の縁辺にわずかな調整加

工を加えた刃部としたものである。

第 8図 16、 第 9図 17か ら21は、調整加工のある手U片である。第 8図 16、 第 9図 17は、第 8図 15

の掻器と素材である手U片の形状がよく似ている。とくに第 8図 16は 15と 同様に、打面再生黒」片を

素材として用いている。18は石核稜付き石刃の末端左側の縁辺に、主要黒J離面から調整加工を加

えている。20の調整加工は折れ面より新しい。19,21も 折れ面をもつ系J片 を素材としている。

第 9図 22か ら25、 第10図26か ら32は茉J片である。本遺跡で出上した系」片の多くは折れ面をもつ

が、とくに注意されるのは、象」片の上下両端に折れ面をもつものである。第10図30か ら34に、調

整加工のあるよJ片である第 9図 21を加えた 4点 と数は少ないが、大きさがほIF同 じで、折れ面が

左右の縁辺に直交するなどきわめてよく似ている。これら4点 と同様に、左右縁辺に直交する折

れ面をもち、大きさも類似する第 9図 19、 第10図 29も 注意されるべき資料である。

崇J片の表面に残された素J離痕の方向は、禁J片争J離技術をとらえるための手がかりになる。本遺

跡の剖片の表面に残された手J離痕を観察すると、黒」離痕の方向が主要黒」離面の剥離の方向と一致

するものが、調整加工のある剖片と手U片を含めた79点中39点 と多い。ほかに第 5図接合資料 Iを

構成する象J片や第 9図 23、 第10図 29の ように、剖片表面の崇」離痕が、主要争」離面と反対方向を向

くものが15点、接合資料 H、 第10図32の ように主要手J離面とほぼ直交する象J離痕をもつ象J片が19

点出土している。

崇」片に残る打面は、第 9図 22。 25、 第10図26か ら28のように、複数の手J離痕からなる複象J離打

面をもつ象J片 10点、第 9図 20。 24のように自然面を打面とする崇」片13点、ほかに 1枚の手J離痕に

より打面を形成する単黒」離打面をもつ黒J片が 1点、第 5図 3の打面のようにほとんど打面が残ら

ない点打面、線打面をもつ手」片が10点出上している。
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39
51
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

ま
U 
片

黒
曜
石
単
剰
離
打
面

自
然
面
。

N-
29

9
醒
復
明

調
整
加
工
剣
片

黒
曜
石
礫
打
面

7-
1
自
然
面
。
折
れ
。
末
端
欠
。

N-
29

10
39
58
暗
褐
色
土
層

素
」
片

黒
曜
石

折
れ
。
上
端
、
末
端
欠
。

N-
29

10
39
54
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

工
」
片

3
黒
曜
万
複
ま
U離
打
面

自
然
面
。
打
面
に
自
然
面
が
残
っ
て
い
る
。

O-
29

1
03
97
0
暗
褐
色
土
層

石
鏃

黒
曜
石

」V
I-
30

1
03
93
8
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

乎
J 
片

黒
曜
肩

10
-2
9
7-
2
自
然
面
。
折
れ
。
上
端
欠
。

N-
30

1
争
」
片

黒
曜
石

自
然
面
。
折
れ
。
上
端
欠
。

N-
30

2
調
整
加
工
剥
片

黒
曜
石

折
れ
。
上
端
、
末
端
欠
。

N-
30

3
暗
褐
色
土
層

調
整
加
工
手
U片

黒
曜
石

7-
1
折
れ
。
上
端
、
末
端
欠
。

N-
30

4
暗
褐
色
土
層

打
面
再
生
ま
u片

黒
曜
石

接
合
資
料
Ⅲ
。
自
然
面
。

N-
30

5
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

工
U 
片

黒
曜
石
複
象
J離
打
面
5-
2

接
合
資
料
I。
自
然
面
。
折
れ
。
末
端
欠
。

N3
0

6
03
95
2
ソ
フ
ト・
コ
ー
ム
層

剣
 
片

4
黒
曜
石
複
茉
」離
打
面

自
然
面
。

N-
30

7
10
39
59
暗
褐
色
土
層

調
整
加
工
剥
片

5
黒
曜
石

7-
1
自
然
面
。
折
れ
。
上
端
欠
。

N-
30

8
10
39
57
聯
雅
硼
冒

キ
」
片

黒
曜
石
複
手
U離
打
面

折
れ
。
た
て
折
れ
。

N-
30

9
10
39
55
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層
調
整
加
工
手
J片

黒
曜
石
礫
打
面

自
然
面
。
折
れ
。
末
端
欠
。

N-
30

10
39
51
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

子
U 
片

黒
曜
石
礫
打
面

自
然
面
。

N-
30

10
39
57
ノ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

工
U 
片

黒
曜
石

自
然
面
。

N3
0

10
39
58
聯
確
硼
冒

剖
 
片

黒
曜
石
礫
打
面

自
然
面
。

N3
0

10
39
47
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

キ
U 
片

15
黒
曜
石

自
然
面
。
折
れ
。
上
端
欠
。

N-
30

10
39
49
暗
褐
色
土
層

剖
 
片

12
黒
曜
石
複
剰
離
打
面
10
-2
6

自
然
面
。



Ｉ Ｓ Ｉ

調
査
区
名
物 号
遺 番
絶
対
高
(m
)

出
土
層
位

種
 
別
簾 く ｃｍ
＞
幅 ｃｍ
隣 ｍ
重
さ
(g
)
石
質
打
面
の
形
態
図 号
挿 番

版 号
図 番

備
考

N3
0

10
39
52
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

剥
 
片

黒
曜
石
礫
打
面
10
-2
8
7-
2
自
恭
面
。折
れ
。末
端
欠
。打
面
に
調
整
加
工
痕
が
1枚
見
ら
れ
る
。

N-
30

10
39
45
暗
褐
色
土
層

調
整
加
工
剖
片

黒
曜
石

自
然
面
。
折
れ
。
上
端
欠
。

N-
30

17
ノ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

よ
J 
片

黒
曜
石
複
劉
離
打
面
9-
22
7-
1
自
然
面
。

N-
30

10
39
_5
7
ノ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層
石
核
調
整
示
U片

黒
曜
石

10
-3
3
7-
2
自
然
面
。
折
れ
。
上
端
、
末
端
欠
。

N3
0

10
39
55
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

素
J 
片

黒
曜
石
線
打
面

自
然
面
。

N3
0

ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層
ナ
イ
フ
形
石
器

黒
曜
石

8-
13

自
然
面
。
素
材
の
打
点
側
に
調
整
加
工
。

N3
0

ノ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

剣
 
片

黒
曜
石

自
然
面
。
折
れ
。
上
端
欠
。

N-
30

03
95
5
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

砕
 
片

黒
曜
石

重
量
計
測
不
可
01
g未
満
。

N-
30

03
94
8
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

砕
 
片

0■
01
黒
曜
石

重
量
計
測
不
可
0■
g未
満
。

N-
30

03
94
2
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

キ
」
片

黒
曜
石

折
れ
。
上
端
、
未
端
欠
。

N-
30

03
94
4
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

象
」
片

黒
曜
石
点
打
面

自
然
面
。

N-
30

ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

手
」
片

黒
曜
石
複
キ
」 離
打
面

自
然
面
。
折
れ
。
末
端
欠
。

N-
30

ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層
石
核
調
整
象
」片

黒
曜
石

自
然
面
。

N-
30

03
94
0
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

ま
り 
片

黒
曜
石
線
打
面

自
然
面
。

N-
30

10
39
25
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

砕
 
片

黒
曜
石

自
然
面
。

N-
30

10
39
42
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

砕
 
片

黒
曜
石

10
-3
7

自
然
面
。

O-
30

1
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

争
1 
片

黒
曜
石

折
れ
。
た
て
折
れ
。

�
13
1

1
10
39
36
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

剖
 
片

黒
曜
石
点
打
面

自
然
面
。
折
れ
。
末
端
欠
。

rツ
I-
31

2
10
39
37
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

剣
 
片

12
黒
曜
石

自
然
面
。
未
端
欠
。

�
I-
31

3
10
39
36
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層
石
核
調
整
剖
片

13
黒
曜
石

自
然
面
。
折
れ
。
上
端
欠
。

�
I-
31

4
10
39
25
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

ま
」
片

黒
曜
石

自
然
面
。
打
面
形
態
は
不
明
。

N-
31

と
10
39
50

掻
 
器

黒
曜
石

7-
1
自
然
面
。
打
面
再
生
よ
」片
を
素
材
と
し
て
い
る
。

N3
1

2
10
39
50

石
核

51
黒
曜
石

6-
2
接
合
資
料
V。
自
然
面
。

N3
3
10
39
51

I」
片

17
黒
曜
石

自
然
面
。
折
れ
。
上
端
欠
。

N3
4
10
39
44

よ
J 
片

黒
曜
石

折
れ
。
た
て
折
れ
。

N3
5
10
39
45

キ
U 
片

11
黒
曜
石
礫
打
面

自
然
面
。

N
6
10
39
39
暗
褐
色
土
層

ま
」
片

黒
曜
石

自
然
面
。
折
れ
。
未
端
欠
。

N
7
10
39
48
暗
褐
色
土
層

素
」
片

黒
曜
石
礫
打
面

自
然
面
。
折
れ
。
未
端
欠
。

N
8
10
39
37
暗
褐
色
土
層

砕
 
片

11
黒
曜
石

6-
2
接
合
資
料
V。

N
9

ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

素
」
片

黒
曜
石
複
剣
離
打
面

7-
2
自
然
面
。
折
れ
。
末
端
欠
。

N
03
93
4
暗
褐
色
土
層

キ
」
片

黒
曜
石
複
剰
離
打
面

自
然
面
。
折
れ
。
未
端
欠
。

N
03
94
3
暗
褐
色
土
層

砕
 
片

黒
曜
石

N-
31

03
93
5
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層
石
核
調
整
剣
片

黒
曜
石

10
-3
5
7-
2
自
然
面
。
折
れ
。
上
端
、
未
端
欠
。

N-
31

10
39
35
ン
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

砕
 
片

17
11

黒
曜
石

自
然
面
。

N-
31

03
92
9
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

キ
」
片

黒
曜
石
点
打
面

折
れ
。
末
端
欠
。

N-
31

03
93
3
暗
褐
色
土
層

象
」
片

黒
曜
石

自
然
面
。
折
れ
。
上
端
欠
。

N-
3ユ

03
95
4
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層
調
整
加
工
剰
片

黒
曜
石
礫
打
面

7-
1
自
然
面
。
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調
査
区
名
物 号
遺 番
絶
対
高
(m
)

出
土
層
位

種
 
別
藤 く ｃｍ
＞
幅 ｃ
ｍ
囃 ｍ
重
さ
(g
)
石
質
打
面
の
形
態
図 号
挿 番

版 号
図 番

備
考

N3
1

10
39
23
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

景
」
片

黒
曜
石

自
然
面
。
折
れ
。
上
端
欠
。

N3
1

10
39
26
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

砕
 
片

0■
黒
曜
石

折
れ
。
上
端
欠
。

O-
31

l
10
39
42
醒
俸
,十
層

剣
 
片

27
黒
曜
石

自
然
面
。
折
れ
。
上
端
欠
。

03
1

2
10
39
37
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層
打
面
再
生
子
J片

黒
曜
石

接
合
資
料
Ⅲ
。
自
然
面
。

�
I-
32

l
10
39
36
暗
褐
色
土
層

崇
U片

27
黒
曜
石
複
手
」 離
打
面

自
然
面
。

�
I-
32

2
10
39
33
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

予
J 
片

13
黒
曜
石

5-
5

接
合
資
料
H。
自
然
面
。
折
れ
。
上
端
欠
。

Ⅳ
I-
32

3
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層
調
整
加
工
禁
」片

25
5
黒
曜
石

自
然
面
。
打
面
再
生
ま
U片
を
素
材
と
し
て
い
る
。

h/
1-
32

4
10
39
29
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

砕
 
片

17
黒
曜
石

折
れ
。
た
て
折
れ
。

h/
1-
32

5
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

ま
U 
片

黒
曜
石

10
-3
0
7-
2
自
然
面
。
折
れ
。
上
端
、
末
端
欠
。

�
【-
32

7
10
39
29
暗
掲
色
土
層

工
U 
片

黒
曜
石
複
象
J離
打
面

自
然
面
。

�
I-
32

03
92
7
暗
褐
色
土
層

播
 
器

14
黒
曜
石

7-
1
自
然
面
。
折
れ
面
が
両
端
に
あ
る
手
」片
を
素
材
と
し
て
い
る
。

N-
32

1
03
93
7

象
J 
片

黒
曜
石

6-
2
接
合
資
料
Ⅳ
。
自
然
面
。
折
れ
。
上
端
欠
。

N-
32

2
03
94
1

石
核
調
整
キ
」片

黒
曜
石

10
-3
4

自
然
面
。

N3
2

03
93
5
暗
褐
色
土
層

争
J 
片

黒
曜
石

自
然
面
。
折
れ
。
上
端
欠
。

N3
2

4
10
39
32
暗
褐
色
土
層

石
 
核

黒
曜
石

10
-3
8

自
然
面
。

N3
2

10
39
29
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

象
U 
片

黒
曜
石

折
れ
。
上
端
、
木
端
欠
。

N-
32

6
10
39
25
ノ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

工
U 
片

黒
曜
石
複
象
」 離
打
面

7-
2
打
面
に
自
然
面
が
残
っ
て
い
る
。

03
2

1
10
39
25
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

剰
 
片

黒
曜
石

自
然
面
。
折
れ
。
上
端
欠
。

L-
33

1
暗
褐
色
土
層

調
整
加
工
争
U片

17
黒
曜
石

7-
1
自
然
面
。折
れ
。上
端
欠
。石
核
調
整
=1
片
を
素
材
と
し
て
い
る
。

�
I-
33

1
10
39
29
暗
褐
色
土
層

ま
」
片

黒
曜
石

折
れ
。
上
端
、
末
端
欠
。

Ⅳ
I-
33

2
暗
褐
色
土
層

茉
」
片

X5
黒
曜
石

自
然
面
。
折
れ
。
上
端
欠
。

N-
33

1
10
39
34

調
整
加
工
辛
」片

黒
曜
石
線
打
面

自
然
面
。

N-
33

2
03
93
3

ま
J 
片

黒
曜
石

7-
2
自
然
面
。

N-
33

3
03
92
4
暗
褐
色
土
層

争
」
片

13
黒
曜
石

自
然
面
。
折
れ
。
上
端
欠
。

N-
33

4
03
93
0
暗
褐
色
上
層

禁
J 
片

黒
曜
石

自
然
面
。
折
れ
。
上
端
欠
。

N-
33

5
03
92
7
暗
褐
色
土
層

主
J 
片

黒
曜
石
複
ま
」 離
打
面

自
然
面
。
折
れ
。
末
端
欠
。

N-
33

6
03
92
5
暗
掲
色
土
層

キ
U 
片

黒
曜
石
礫
打
面

自
然
面
。
折
れ
。
た
て
折
れ
。

�
I-
35

l
暗
褐
色
土
層

工
U 
片

黒
曜
石
礫
打
面

自
然
面
。

Ⅳ
I-
35

2
10
39
02
暗
褐
色
土
層

茉
」
片

17
黒
曜
石
線
打
面

自
然
面
。

Ⅳ
I-
35

3
10
38
89
ノ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

剥
 
片

黒
曜
石

折
れ
。
上
端
欠
。

N-
35

1
10
39
13
暗
褐
色
土
層

制
 
片

黒
曜
石
礫
打
面

7-
2
自
然
面
。
折
れ
。
末
端
欠
。

N-
35

3
10
38
98
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

制
 
片

黒
曜
石

自
然
面
。
折
れ
。
上
端
欠
。

N-
36

1
ソ
フ
ト・
ロ
ー
ム
層

茉
U 
片

黒
曜
看
点
打
面

自
然
面
。
折
れ
。
末
端
欠
。

J-
18

単
U 
片

黒
曜
石
複
争
J離
打
面

2号
土
坑
。
自
然
面
。

J-
18

IU
 
片

黒
曜
石
点
打
面

2号
土
坑
。
自
然
面
。

ま
」
片

15
黒
曜
石

2号
土
坑
。
自
然
面
。

子
」
片

黒
曜
石

2号
土
坑
。
自
然
面
。
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調
査
区
名
物 号
遺 番
絶
対
高
(m
)

出
土
層
位

種
 
別
藤 く ｃｍ
，
幅 伽
騨 ＜ ｃｍ
ナ
重
さ

(g
)
石
質
打
面
の
形
態
図 号
挿 番

版 号
図 番

備
考

」
-1
8

干
U 
片

17
11

黒
曜
石

2号
土
坑
。
自
然
面
。

B-
19
・
20

予
」
片

黒
曜
石
単
ま
」 離
打
面

3号
土
坑
。
自
然
面
。

B-
24

系
U 
片

黒
曜
る
点
打
面

4号
土
坑
。
自
然
面
。

G2
5

キ
U 
片

黒
曜
石

12
号
土
坑
。

G-
25

砕
 
片

13
黒
曜
石

12
号
土
坑
。
折
れ
。
上
端
欠
。

G・
H2
5,
26

争
U 
片

黒
曜
石

14
号
土
坑
。
自
然
面
。
折
れ
。
上
端
、
未
端
欠
。

M・
N2
5・
26

子
U 
片

黒
曜
石
点
打
面

15
号
土
坑
。
自
然
面
。
木
端
欠
。

WI
o 
N 
25
・
26

砕
 
片

17
黒
曜
石

15
号
土
坑
。
自
然
面
。

M・
N2
5'
26

砕
 
片

黒
曜
石

15
号
土
坑
。
自
然
面
。

H-
24
・
25

制
 
片

14
黒
曜
石

18
号
土
坑
。
自
然
面
。
折
れ
。
上
端
、
末
端
欠
。

H-
24
・
25

工
J 
片

黒
曜
石
礫
打
面

18
号
土
坑
。

H-
24
・
25

剖
 
片

黒
曜
肩

18
号
土
坑
。
自
然
面
。

H-
24
・
25

砕
 
片

黒
曜
石

18
号
土
坑
。
自
然
面
。

劉
 
片

黒
曜
石

23
号
土
坑
。
自
然
面
。

・
J-
30

剖
 
片

黒
曜
石
礫
打
面

29
号
土
坑
。
自
然
面
。

J-
30

茉
」
片

黒
曜
石
礫
打
面

29
号
土
坑
。
自
然
面
。

」
-3
0

ま
U 
片

黒
曜
石
礫
打
面

29
号
土
坑
。

J-
30

剖
 
片

黒
曜
石
復
千
U離
打
面

29
号
土
坑
。
自
然
面
。

J-
30

凹
 
石

安
山
岩

29
号
土
坑
。
欠
損
。

N-
29

原
 
石

4
19
2
黒
曜
石

35
号
土
坑
。
自
然
面
。

N-
29

原
 
石

5
黒
曜
石

35
号
土
坑
。
自
然
面
。

N-
29

原
 
石

19
0
黒
曜
石

35
号
土
坑
。
自
然
面
。

N2
9

原
 
石

6
黒
曜
石

35
号
土
坑
。
自
然
面
。

N-
29

剥
 
片

黒
曜
石

35
号
土
坑
。
折
れ
。
上
端
欠
。

N-
29

原
 
石

黒
曜
石

35
号
土
坑
。
自
然
面
。

N2
9

石
鏃

黒
曜
石

32
-2

35
号
土
坑
。
右
脚
欠
損
。

N-
29

磨
 
石

安
山
岩

32
-9

35
号
土
坑
。
欠
損
。

N-
29

1
03
92
2

象
u片

黒
曜
石
単
子
」離
打
面

35
号
土
坑
。
自
然
面
。

N-
29

03
97
2

原
 
石

黒
曜
石

35
号
土
坑
。

N-
29

03
97
0

キ
U 
片

黒
曜
石

35
号
土
坑
。
自
然
面
。

N-
29

4
10
39
67

争
」
片

黒
曜
看

接
合
資
料
Ⅵ
。
35
号
土
坑
。
自
然
面
。

h/
1-
32

争
」
片

11
黒
曜
石
複
ま
」離
打
面

40
号
土
坑
。
自
然
面
。

K・
L3
3

剰
 
片

黒
曜
石
線
打
面

42
号
土
坑
。
自
然
面
。
折
れ
。
た
て
折
れ
。

N・
03
4・
35

剰
 
片

黒
曜
石

接
合
資
料
Ⅳ
。
47
号
土
坑
。
自
然
面
。
折
れ
。
上
端
欠
。

N'
03
4・
35

よ
J 
片

黒
曜
石

47
号
土
坑
。
自
然
面
。
折
れ
。
上
端
欠
。

N・
03
4・
35

石
 
核

18
黒
曜
石

47
号
土
坑
。
自
然
面
。

K・
L-
35

争
」
片

黒
曜
石

48
号
土
坑
。
自
然
面
。
折
れ
。
上
端
欠
。
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調
査
区
名
物 号
遺 番
絶
対
高
(m
)

出
土
層
位

種
 
別
酵 ｍ
幅 ｃ
ｍ
囃 く ｃｍ
タ
重
さ
(g
)
石
質
打
面
の
形
態
図 号
挿 番

版 号
図 番

備
考

K-
36
・
37

制
 
片

黒
曜
石

49
号
土
坑
。
自
恭
面
。
折
れ
。
上
端
欠
。

K-
36
・
37

よ
り 
片

黒
曜
石

49
号
土
坑
。
自
然
面
。
折
れ
。
上
端
、
木
端
欠
。

K-
36
・
37

争
」
片

黒
曜
石
礫
打
面

49
号
土
坑
。
自
然
面
。

K3
6・
37

象
J 
片

黒
曜
石

49
号
土
坑
。

K3
6・
37

争
」
片

黒
曜
石
礫
打
面

49
号
土
坑
。
自
然
面
。
折
れ
。
末
端
欠
。

K3
6・
37

劉
 
片

黒
曜
石

49
号
土
坑
。
自
然
面
。
折
れ
。
た
て
折
れ
。

K-
36
・
37

禁
」
片

黒
曜
石

49
号
土
坑
。
自
然
面
。
折
れ
。
た
て
折
れ
。

K3
6・
37

辛
U 
片

黒
曜
石

49
号
上
坑
。
折
れ
。
た
て
折
れ
。

H・
14
9・
50

磨
製
石
斧

蛇
紋
岩

63
号
上
坑
。
欠
損
。

H-
42

劉
 
片

黒
曜
石
礫
打
面

64
号
土
坑
。
自
然
面
。

D-
26
・
27

石
核

14
黒
曜
石

1号
ロ
ー
ム
マ
ウ
ン
ド
。
自
然
面
。

N・
O-
34

剣
 
片

12
黒
曜
石

2号
ロ
ー
ム
マ
ウ
ン
ド
。
自
然
面
。

制
 
片

黒
曜
石
礫
打
面

Aト
レ
ン
チ
表
面
採
集
Ь
自
然
面
。

剖
 
片

黒
曜
石

Aト
レ
ン
チ
表
面
採
集
。
自
然
面
。

素
」
片

黒
曜
石

Aト
レ
ン
チ
表
面
採
集
。
折
れ
。
上
端
欠
。

剖
 
片

黒
曜
石
礫
打
面

Aト
レ
ン
チ
表
面
採
集
。
自
然
面
。
木
端
欠
。

砕
 
片

黒
曜
石

Aト
レ
ン
チ
表
面
採
集
。

手
U 
片

黒
曜
石

接
合
資
料
Io
 A
・
Bト
レ
ン
チ
表
面
採
集
。
自
然
面
。

刹
 
片

10
黒
曜
石
点
打
面

A・
Bト
レ
ン
チ
表
面
採
集
。
自
然
面
。

ピ
エ
ス
・
エ
ス
キ
ー
ユ

黒
曜
石

Eト
レ
ン
チ
表
面
採
集
。

工
」
片

黒
曜
石
点
打
面

Eト
レ
ン
チ
表
面
採
集
。
自
然
面
。

原
 
石

26
9
黒
曜
石

表
面
採
集
。

石
 
核

黒
曜
石

表
面
採
集
。
自
然
面
。

ま
J 
片

黒
曜
石
複
手
」 離
打
面

表
面
採
集
。

よ
」
片

黒
曜
石
単
剖
離
打
面

表
面
採
集
。
自
恭
面
。
折
れ
。
末
端
欠
c

ま
J 
片

黒
曜
石
点
打
面

表
面
採
集
。

制
 
片

黒
曜
石

表
面
採
集
。
自
然
面
。
折
れ
。
上
端
欠
。

子
1 
片

黒
曜
石

表
面
採
集
。

乖
」
片

黒
曜
石

表
面
採
集
。
自
然
面
。

争
J 
片

黒
曜
石
複
剖
離
打
面

表
面
採
集
。
自
然
面
。
折
れ
。
木
端
欠
。

剖
 
片

黒
曜
石
点
打
面

表
面
採
集
。
折
れ
。
末
端
欠
。

砕
 
片

黒
曜
石

表
面
採
集
。
自
然
面
。

剰
 
片

黒
曜
石

表
面
採
集
。

石
 
鏃

黒
曜
石

32
-3

表
面
採
集
。
局
部
磨
製
石
鏃
。

打
製
石
斧

安
山
岩

基
部
欠
損
。



第 9図 24は、本遺跡の禁J片のなかで最大のものである。打面は自然面できわめて小さい。

第10図33か ら35は、石核から劉片崇J離を行なうまえに、石核自体の形を整えるための調整加工

により生じた石核調整剥片である。第 9図 18の素材も、33か ら35の崇J片 と同様に石核調整象J片で

あると考えられる。18は手J片象U離を行なおうとする面に稜を作りだすための加工の痕跡を残した、

石核稜付き石刃であると考えられる。普通、石核稜付き石刃の表面に残される手U離痕は、稜上か

ら左右にむかう交互景J離であるが、18の表面に黒J片手U離を行なった痕跡が残っていることから、

石核稜付き石刃であると判断した。33から35は、表面に残る黒U離痕の構成が18と 類似するが、崇」

片手U離による手U離痕がみられず、表面の崇」離痕が素J片や石核の打面の調整加工痕と類似すること

から、第 8図 15・ 16と ほぼ同様に、石核の打面を新しくする際に生ずる石核縁付き祟J片であると

考えられる。

第10図 36・ 37は砕片である。

38は石核である。正面と左側面には、石核上面の自然面を打面とした手J片楽J離の痕跡が残って

いる。また、右側面には90度左からの崇J離痕が残されており、打面の移動の様子を知ることが出

来る。

第 2節 縄文時代
本遺跡で検出された遺構には土坑、ロームマウンドがある。また、遺物には縄文土器の他、石

器などがある。

遺物は総て上坑、あるいは遺構外の出上で、殆どが破片である。出土した縄文土器の総てが、

中期初頭に位置付けられるものである。以下、遺構別に述べる。

(|)上 坑
土坑は65基が検出されている。これ以外にも、調査時、あるいは整理期間中に各土坑に他の上

坑が重複しているのではないかと考えられるものも幾つか見られるが、遺物の出土も無いため土

坑として扱わず、各土坑の記述時に、合せてその可能性を述べている。

上坑の平面形態と断面形態

土坑の平面形態には円形、楕円形、隅丸方形などがありそれ以外を不定形とした。断面形は皿

状、たらい状、鉢状などがある。これらの土坑は、平面形態によって組合せとなる断面形が決っ

ているようで、形態 。構造及び規模などにより、分類できる。それぞれの上坑は用途によりある

程度形態が規制されていたことが窺える。なお、各土坑の遺構確認面は、ローム漸移層上面であ

る。

以下、各土坑について述べる。挿図の順番は、必ずしも土坑番号)贋になっていないが、これは

まとめの項で述べ る分類によっている。

なお、土坑一覧表中、軸方向については、陥し穴と考えられるI類土坑のように長軸・短軸が

一-23-―



はっきりしているものについて長軸方向を記し、平面形態が円形または楕円形のものについては

省略した。

I号土坑 (第 25図 )

H-8区 に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径 97cm、 短径82帥 を測る。底面形態は不整

形で長径 80cm、 短径50cmを測る。断面形態は皿状を呈し、深さ25cmを 測る。遺物の出土はなかっ

た。

2号土坑 (第 12図、図版 8-1)

」-18区 に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径 185cm、 短径130cmを 測る。底面形態は隅

九長方形を呈し、長径 110cm、 短径60cmを 測る。断面形態は外状を呈し、深さ70cmを 測る。長軸方

向はN-48°一Eを指す。坑底に 3個の小ピットが検出されたが、精査の結果、中央部分のローム

は貼られたもので、径28× 13cm、 深さ43cmの ピットとなった。形態から陥し穴と考えられる。遺

物は、土驀・黒曜石が出土している。

3号土坑 (第 25図 )

B-19・ 20区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径 127cm、 短径103cmを測る。底面形態

は楕円形を呈 し、長径 67cm、 短径49cmを測る。断面形態は皿状を呈し、深さ45cmを測る。上層の

焼土内から土器片、焼上下の土層から縄文時代中期初頭の波状口縁破片・黒曜石が出上している。

焼土は中央から南に堆積している。

遺物  1は 口縁部から胴部下半にかけてのもので、約1/5が遺存している。土坑上層の焼土内か

らの出上である。地文に縄文を施している。口縁部から5帥ほどまでのところに右下がりの集合

沈線を施した後、日縁部、その下 2 cmの ところ、さらにその下 1～ 1.5cmの ところに横位の平行沈

線を2条ずつ引いている。その後箆により斜交する沈線を施している。胴部は半我竹管による平

行沈線で円を描 く他、平局巻き文、剣先状文、蛇行しながら垂下する平行沈線文も描かれている。

5は波状となる口縁部で、地文に縄文を施した後、粘土組の貼付けにより楕円の区画を施してい

る。 6は 口縁に近い胴部破片で、 5と 同じく粘土紐の貼付けにより楕円の区画を施している。 7

は胴部破片で、横位の集合沈線を施しているが、 1～ 2 cmの間隔で竹管を止めるように描いてい

るため、竹の節の様に見える。 8は頸部から口縁部にかけての破片で、最も張り出しているとこ

ろに横位の平行沈線を施している。その下は斜位に集合沈線を施している。

4号土坑 (第 18図、図版13-1)

B-24区に位置する。平面形態は円形を呈し、長径■6伽、短径110cmを測る。底面形態も円形

を呈し、長径93cm、 短径90cmを測る。断面形態はタライ状を呈し、深さ50cmを 測る。遺物は、黒

曜石が出上している。また、覆土の上層に径25cmの礫が包含されていた。

5号土坑 (第 12図、図版 8-2)

M-26区に位置する。平面形態は周辺を幾つかの上坑が重複しているため明らかでないが、隅

丸長方形を呈するものと思われる。既存での長径 123cm、 短径75伽 を測る。底面形態も隅丸長方形

―-24-―
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を呈し、長径 93cm、 短径63cmを 測る。断面形態は鉢状を呈し、深さ80cmを 測る。長軸方向はN―

36° 一Eを指す。坑底に径 26× 20cm、 深さ48cmの ピットを有し、陥し穴 と考えられる。15号土坑 と

重複するが、新旧関係は不明。遺物は、縄文時代中期初頭の上器片を出土している。

遺物  9は 胴部破片で、縄文が施されている。

6号土坑 (第 12図、図版 8-2)

M-26区に位置する。他の上坑 との重複が激しく、平面形態、底面形態とも不明である。深さ

は44cmを 測る。 5'15号土坑 と重複するが、新旧関係は不明。遺物の出土はなかった。

7号土坑 (第18図、図版13-2)

E・ F-25。 26区に位置する。平面形態は円形を呈し、長径 102cm、 短径93cmを 測る。底面形態

は楕円形を呈し、長径 82cm、 短径70cmを 浪1る。断面形態は皿状を呈 し、深さ30cmを 測る。遺物の

出土はなかった。

8号土坑 (第 23図、図版20-2)

F-24区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径 93cm、 短径81cmを 測る。底面形態も楕円

形を呈し、長径 70cm、 短径60cmを 測る。断面形態は皿状を呈し、深さ24cmを 測る。遺物は、縄文

時代中期初頭の上器片を出土している。

遺物 10は 胴部破片で、縄文が施されている。11は 口縁部から頸部にかけての破片で、口縁部

は地文に縄文を施 した後、ソーメン状の細い粘土組の貼付けを維位に施 している。口縁部と頸部

の境に横位の平行沈線を 2条施した後横位の綾杉文を抱 している。頸部以下は縄文は施されない。

12は胴部破片で縄文が施されている。13は胴部破片で、横位の平行沈線の下は斜位の集合沈線が

施されている。

9号土坑 (第 22図、図版14-1)

G-25・ 26区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径 81cm、 短径65cmを 呈する。底面形態

は円形を呈し、長径 50cm、 短径47cmを 測る。断面形態は皿状を呈し、深さ22cmを 測る。遺物の出

土はなかった。

10号土坑 (第22図、図版14-1)

FoG-25・ 26区に位置する。平面形態は円形を呈し、長径 102cm、 短径100cmを 測る。底面形

態も円形を呈し、長径 67cm、 短径64cmを 測る。断面形態は皿状を呈 し、深さ26cmを 測る。遺物の

出土はなかった。

H号土坑 (第 21図、図版17-2)

E-24区に位置する。平面形態は円形を呈し、長径 78c/m、 短径73cmを 測る。底面形態も円形を

呈し、長径 56cm、 短径50cmを 測る。断面形態は皿状を呈し、深さ24cmを 測る。遺物の出土はなか

った。

12号土坑 (第 18図、図版13-3)

G-25区に位置す る。平面形態は楕円形 を呈 し、長径 103cm、 短径 88cmを 測る。底面形態も楕円
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形を呈し、長径 80cm、 短径70cmを 測る。断面形態はタライ状を呈し、深さ38cmを 測る。遺物は、

縄文時代中期初頭の上器片・黒曜石を出上している。

遺物 14は胴部破片で、地文に縄文を施した後、横位の平行沈線、横位の粘土紐の貼付けで押

圧隆帯を施している。 15・ 16・ 19は胴部破片で、縄文が施されている。17は胴部破片で、横位の

平行沈線の下に横位の綾杉文を施 している。18・ 20は胴部破片で、縦位の集合沈線が施されてい

る。

13号土坑 (第 23図、図版20-3)

G-25区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径 95cm、 短径88cmを 測る。底面形態も楕円

形を呈 し、長径 58cm、 短径50cmを 測る。断面形態は皿状を呈し、深さ24cmを 測る。底面の凹凸が

激しく、攪乱の可能性 もある。

遺物 21は 胴部破片で、半我竹管により縦位の綾杉文が施されている。綾杉の三角形部分は浅

く撫で取られ、陰刻状 となっている。

14号土坑 (第 18図、図版14-1・ 2)

G・ H-25。 26区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径 145cm、 短径122cmを測る。底面

形態も楕円形を呈し、長径 110cm、 短径88cmを測る。断面形態は皿状を呈し、深さ27cmを測る。遺

物は、縄文時代中期初頭の土器大形片・黒曜石を出土している。

遺物  2は 胴部破片で、縄文が施されている。

15号土坑 (第 12図、図版 8-2)

M・ N-25・ 26区 に位置する。他の上坑と重複しており、形態 。規模・深さはともに不明であ

る。 6号土坑と重複 しているが、新旧関係は不明。遺物は、縄文時代中期初頭の上器片・黒曜石

を出上している。

遺物 22は 胴部破片で、横位の集合沈線が施されている。23・ 24は胴部破片で、横位の綾杉文

が施されている。25は 口縁部で、横位の綾杉文が施されている。

16号上坑 (第 18図、図版14-3)

H-25区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径 82cm、 短径80cmを 測る。底面形態も楕円

形を呈し、長径 63cm、 短径57cmを 測る。断面形態は皿状を呈し、深さ25cmを 測る。17号土坑 と切

り合 うが、新 1日関係は不明。遺物は、縄文時代中期初頭の上器片を出土している。

遺物 26は 口縁部で、横位の平行沈線が施されている。

17号土坑 (第 18図、図版14-3)

H-25区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径73cm、 短径67calを 測る。底面形態も楕円

形を呈し、長径50cm、 短径48cmを測る。断面形態は皿状を呈し、深さ17cmを浪1る。16号土坑と切

り合うが、新旧関係は不明。遺物は、縄文時代中期初頭の上器片が出上している。

遺物 27は胴部破片で、縦位の集合沈線の他、曲線が描かれている。
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18号土坑 (第 18図、図版14-3)

H-24・ 25区に位置する。平面形態は円形を呈し、長径 100cm、 短径87cmを 測る。底面形態も円

形を呈し、長径88cm、 短径80cmを 測る。断面形態はタライ状を呈し、深さ50cmを 測る。遺物は、

縄文時代中期初頭の土器片・黒曜石を出土している。17号土坑 と切 り合 うが、新旧関係は不明。

底面直上から5伽大の焼土ブロックが確認されるが、床面や壁は焼けていない。

遺物 29～ 30は胴部破片で、縄文が施されている。31は 口縁部で、粘土紐の貼付けを行なって

いる。頸部に横位の平行沈線を引く他、刺突を施している。32～ 34は胴部破片で、斜位に集合沈

線を施 した後、横位に平行沈線を施している。35は胴部破片で、縦位に施した 1条の平行沈線の

間に斜位の集合沈線を施 している。その夕帥 Jは縦位の鋸歯状の竹管文が施されている。36は胴部

破片で、平行沈線で区画された中を、維位の集合沈線を施 している。37は波状 となる口縁部で、

平行沈線で区画された中を斜位に集合沈線を施した後、斜交する平行沈線を浅 く引いている。日

縁に沿って引かれた平行沈線と区画との間は浅 く撫で取られ、陰刻状 となっている。38は胴部で、

縦位の綾杉文が施されている。39は胴部で、横位の平行沈線の下は横位の綾杉文を施している。

40は胴部で、横位の綾杉文が施されている。41・ 43は胴部で、横位の平行沈線の下は、縦位の集

合沈線が施されている。42は胴部で、縦位の集合沈線の下は、横位の平行沈線が施されている。

44は底部で、縦位の集合沈線が施されている。45は胴部で、横位に平行沈線を引き、半隆起状 と

している。46は胴部で、斜位に集合沈線を施した後、横位に平行沈線を半隆起状に引いている。

19号土坑 (第23図、図版21-1)

I-23・ 24区に位置する。平面形態は円形を呈し、長径 75cm、 短径65cmを 測る。底面形態も円

形を呈し、長径 58cm、 短径57cmを 測る。断面形態は皿状を呈し、深さ20cmを 測る。遺物の出土は

なかった。

20号土坑 (第22図、図版19-2)

I・ J-23・ 24区 に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径 102cm、 短径82cmを 測る。底面形

態も楕円形を呈し、長径 80cm、 短径62cmを測る。断面形態は皿状を呈し、深さ16cmを測る。遺物

の出土はなかった。

21号土坑 (第25図、図22-3版 )

L・ M-23区に位置する。平面形態は不整形で、長径 180cm、 短径140cmを 測る。底面形態も不

整形である。断面形態も不整形で、深さ40伽 を測る。 5個の上坑の重複 と思われる。

遺物 47は 胴部で、横位の平行沈線と、横位の鋸歯状の平行沈線が施されている。48は胴部で、

横位の綾杉文と斜位の集合沈線の間に横位の平行沈線を 2条を施 している。49は 日縁部で、波状

となっている。平行沈線によって区画されたところを撫で取 り、陰刻状 としている。斜位の集合

沈線を施した後、斜交する平行沈線を浅 く引いている。右側は粘土を貼付けてあり、突起 となる

可能性がある。
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22号土坑 (第 13図、図版 8-3, 9-1・ 2・ 3)

0。 P-24区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径 170cm、 短径134cmを 測る。底面形態

は隅丸長方形を呈 し、長径 64cm、 短径57cmを測る。断面形態は鉢状を呈し、深さ92cmを 測る。長

軸方向はN-25°一Eを指す。坑底に 2個の小ピットを有したが、精査の結果、径32× 21cm、 深さ

45cmの ピットとなった。ピット上面に貼ったロームは、厚さ 7 cmを 測る。形態から、陥し穴と考

えられる。また、坑底から約37～ 47cmの所に、壁面に向ってやや下向きに11個の小ピットが検出

されている。ピットの径は 4～ 9 cm、 長さは11～ 25cmを測る。遺物の出土はなかった。

23号上坑 (第 13図、図版10-1)

J-27区 に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径 125cm、 短径107cmを 測る。底面形態も楕

円形を呈し、長径 75cm、 短径55cmを 測る。断面形態は鉢状を呈し、深さ64cmを浪1る。長軸方向は

N-63°一Wを指す。坑底に径25× 20cm、 深さ30cmの ピットを有し、陥し穴と考えられる。ピット

を貼ったロームは検出されなかったため、小ピットの個数は明らかでない。遺物は、縄文時代中

期初頭の土器片・黒曜石を出土する。

遺物  i点が出土している。50は胴部で、縦位に集合沈線が施されている。斜位にも平行沈線

が施されているが、施文の順位は磨滅が激しく不明である。

24号土坑 (第 23図、図版21-2)

H・ I-26・ 27区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径 98cm、 短径83cmを 測る。底面形

態も楕円形を呈 し、長径 90cm、 短径75cmを 測る。断面形態は皿状を呈し、深さ10cmを測る。遺物

の出土はなかった。

25号土坑 (第 23図、図版21-2)

H-26区に位置する。平面形態は円形を呈し、長径 75cm、 短径70cmを 測る。底面形態も円形を

呈し、長径 56cm、 短径56cmを 測る。断面形態は皿状を呈し、深さ28cmを 測る。遺物の出土はなか

った。

26号土坑 (第 14図、図版10-2)

L・ M-27・ 28区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径 162cm、 短径133cmを 測る。底面

形態も楕円形を呈し、長径 100cm、 短径73伽 を測る。断面形態は鉢状を呈し、深さ77cmを 測る。長

軸方向はN-39°一Eを指す。坑底がやや盛 り上がり、中央に小ピットが 5個検出されたが、精査

の結果、中央部分はロームを貼ってあり、径42× 24cm、 深さ57cmの ピットとなった。形態から陥

し穴と考えられる。覆上の下部に、杭痕と考えられる痕跡が観察された。遺物の出土はなかった。

27号上坑 (第 24図、図版14-1)

G-26区に位置する。平面形態は円形を呈し、長径 80cm、 短径70cmを 測る。底面形態も円形を

呈し、長径 45c7m、 短径45cmを 測る。断面形態は皿状を呈し、深さ25cmを 測る。遺物の出土はなか

った。
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28号土坑 (第23図、図版19-3)

A・ B-27区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径 106cm、 短径74cmを測る。底面形態も

楕円形を呈し、長径 88cm、 短径53cmを測る。断面形態は皿状を呈し、深さ22cmを測る。遺物の出

土はなかった。

29号土坑 (第 19図、図版15-1)

I・ J-30区 に位置する。平面形態は円形を呈し、長径■5釦、短径100cmを 測る。底面形態は

楕円形を呈し、長径 95cm、 短径 79cmを 測る。断面形態は皿状を呈し、深さ30卿 を測る。56号土坑

と重複し、56号土坑が新 しい。遺物は、縄文時代中期初頭の上器片・凹石・黒曜石が出土してい

る。また、覆土の中程に径10帥の礫を包含していた。

遺物 51は 胴部で、縄文が施されている。52は胴部破片で、横位の集合沈線が施されている。

30号上坑 (第23図 )

J-30。 31区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径 113cm、 短径74cmを 測る。底面形態も

楕円形を呈し、長径86cm、 短径60cmを測る。断面形態は皿状を呈 し、深さ24c/mを 測る。遺物の出

土はなかった。

31号土坑 (第21図、図版17-3,18-1)

P-28区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径 78cm、 短径70cmを 測る。底面形態も楕円

形を呈し、長径 65cm、 短径57cmを 測る。断面形態は皿状を呈 し、深さ25cmを 測る。遺物は、縄文

時代中期初頭の上器片が坑底から 8 cmの所で出上している。

遺物 53は 胴部で、結節縄文を施している。54は胴部で、縄文を施している。55は 口縁部で、

波状となる。成形時に口縁部から内側に折返し、日唇部に平な面を作った後、内面に貼付けて居

るため中空となっている。口縁部を巡る平行沈線と、その下に施される綾杉文の間は陰刻状とな

っている。口唇部 も集合沈線が施されている。

32号土坑 (第 19図、図版15-2)

K・ L-27・ 28区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径 153c7m、 短径115cmを測る。底面

形態は楕円形を呈し、長径 134om、 短径100cmを測る。断面形態は皿状を呈し、深さ36cmを測る。

北側に浅い土坑が重複 していると思われるが、新旧関係などは不明。遺物の出土はなかった。

33号土坑 (第25図、図版23-1)

C・ D-28区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径 105cm、 短径80cmを 測る。底面形態も

楕円形を呈し、長径 85cm、 短径54cmを測る。断面形態は不整形で、特に底面は凹凸が激しい。深

さ27cmを 浪1る。遺物の出土はなかった。

34号土坑 (第23図、図版20-1)

G-34区に位置する。平面形態は隅九方形を呈し、長径 115cm、 短径100cmを 測る。底面形態も

隅九方形を呈し、長径 83cm、 短径 81c7mを 測る。断面形態は皿状を呈し、深さ28cmを 測る。南西壁

際に小ピットが重複 している。遺物は、縄文時代中期初頭の上器片が出上している。
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遺物 56は 胴部で、横位の平行沈線の下に維位の綾杉文を施 している。48号土坑出上の破片と

接合している。

35号土坑 (第 19図、図版15-3)

N-29区 に位置する。南西に深さ30cmの別の土坑が重複 していると考えられる。平面形態は楕

円形を呈し、長径 98cm、 短径約93cmの楕円形を呈するものと思われる。底面形態は円形を呈し、

長径 100cm、 短径70cmを 測る。断面形態はタライ状を呈し、深さ44cmを 測る。西側に浅い土坑が重

複 していると思われる。遺物は、黒曜石・凹石・石鏃が出土している。

36号土坑 (第 24図、図版21-3)

0-29区に位置する。平面形態は円形を呈し、長径82cm、 短径76cmを 測る。底面形態は楕円形

を呈し、長径 66cm、 短径60cmを測る。断面形態は皿状を呈し、深さ30cmを 測る。遺物の出土はな

かった。

37号土坑 (第 24図、図版21-3)

0-30区に位置する。平面形態は円形を呈し、長径67cm、 短径64cmを 測る。底面形態も円形で、

長径 53cm、 短径45cmを 測る。断面形態は皿状を呈し、深さ28cmを 測る。遺物の出土はなかった。

38号土坑 (第 20図、図版16-1)

P-3Ⅲ 32区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径 134cm、 短径 96cmを 測る。底面形態は

楕円形を呈し、長径■2cm、 短径82cmを 測る。断面形態は皿状を呈し、深さ26cmを測る。遺物の出

土はなかった。

39号土坑 (第 14図、図版10-3)

K・ L-31・ 32区に位置する。平面形態は楕円形を呈 し、長径 156cm、 短径146cmを 測る。底面

形態は隅丸長方形を呈し、長径93伽、短径67cmを 測る。断面形態は鉢状を呈し、深さ82cmを測る。

長軸方向はN-77° 一Eを指す。坑底に小ピットが 4個検出されたが、精査の結果、ロームを貼っ

てあり、径35× 23cm、 深さ61cmの ピットとなった。ピットに貼ったロームの厚さは12～ 15cmを 測

る。形態から陥し穴と考えられる。遺物の出土はなかった。

40号土坑 (第 21図、図版18-2)

M-32区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径 92cm、 短径82cmを 測る。底面形態も楕円

形を呈し、長径 65cm、 短径60cmを測る。断面形態はタライ状を呈し、深さ47cmを測る。北側は崩

れたものと思われるが、浅い土坑が重複していた可能性 もある。新旧関係は不明。遺物は、縄文

時代中期初頭の上器片が坑底から12cm程の所から出土している他、黒曜石片が出上している。

遺物  3は 口縁部で、約1/4が遺存している。平口縁に蛇体を表すような渦巻き状の突起がみら

れる。口縁部に横位の綾杉文が施され、頸部は縦位の綾杉文の間に縦位の集合沈線が施される。

胴部は平行沈線によって区画を施している。文様帯は横位の平行沈線を 1～ 2条施すことによっ

て画されている。57は胴部で、縄文が施されている。58・ 59は胴部で、地文に縄文を施した後、
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平行沈線を垂下させている。60は胴部で、地文に縄文を施 した後、平行沈線を斜交させている。

61は胴部で、斜位及び横位の集合沈線が施されている。また、竹管により三角形となった個所も

見られるが、鋸歯状に区画した中を集合沈線を横位に引いた文様の部分であろう。62は胴部で、

維位及び斜位の集合沈線が施された後、浅い平行沈線が斜交する形で施されている。63は底部で、

維位の集合沈線が施されている。

41号土坑 (第21図、図版18-3)

L-32・ 33区に位置する。平面形態は円形を呈し、長径 77cm、 短径71cmを 測る。底面形態は楕

円形を呈 し、長径 70cm、 短径62cmを 測る。断面形態は桶状を呈し、深さ51cmを測る。西側は崩れ

たものと思われるが、別の上坑となる可能性もある。新旧関係は不明。遺物は、縄文時代中期初

頭の上器片が出上している。

遺物  64は胴部で、縦位の集合沈線が施されている。

42号土坑 (第20図、図版16-2)

KoL-33区 に位置する。平面形態は楕円形を呈 し、長径 135cm、 短径115cmを 波1る。底面形態

も楕円形 を呈し、長径 11lcm、 短径86cmを 測る。断面形態はタライ状を呈し、深さ63cmを 測る。53

号土坑 と重複 し、53号土坑が新 しい。遺物は、坑底から 8 cmの所から縄文時代中期初頭の上器片・

黒曜石が出上している。

遺物  4は 口縁部で、約1/8が遺存している。平口縁で突起を有する。口縁部は横位の綾杉文を

施している。頸部は無文地に横位の鋸歯状文を施 している。各文様帯の間は横位の平行沈線を 1

条施すことにより画されている。65・ 66は胴部で、地文に縄文を施した後、垂下する平行沈線を

施している。67は胴部で、平行沈線が斜位、縦位、横位に施されている。68は 口縁部で、日唇部

にソーメン状の細い粘土紐を貼付けている。また、半我竹管による結節状浮線文が横位に施され

ている。69は胴部で、地文に縄文が施された後、縦位に平行沈線を垂下している。70は 日縁部で、

無文である。中世の内耳土器の破片である。本遺跡からは唯―の中世の遺物の出上である。

43号土坑 (第 15図、図版11-1)

K・ L-34区 に位置する。平面形態は他の上坑が重複 しているものと思われ、不整形 (楕円形 )

で、現存長径 150cm、 短径130cmを 測る。底面形態は隅丸長方形で、長径80cm、 短径74cmを測る。

断面形態は不整形 (鉢状)で、深さ80cmを 測る。長軸方向はN-77°一Eを指す。坑底中央がやや

盛 り上がっており、小ピットが 5個検出されたが、精査の結果、中央はロームが貼ってあり、径

30× 22帥、深さ56cmの ピットとなった。貼ったロームの厚さは28cmを測る。形態から陥し穴と考

えられる。遺物の出土はなかった。

44号土坑 (第25図、図版23-2)

G・ H-32・ 33区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径 93cm、 短径64cmを 測る。底面形

態も楕円形を呈し、長径 75c/m、 短径46伽 を測る。断面形態は皿状を呈し、深さ26cmを 測る。遺物

の出土はなかった。
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45号土坑 (第 22図、図版19-1)

O-33・ 34区に位置する。平面形態は楕円形を呈する。60号上坑と重複しているため平面の長

径は不明であるが、短径は59cmを測る。底面形態も楕円形を呈し、長径143cm、 短径45cmを測る。

断面形態は皿状を呈し、深さ32cmを測る。60号土坑と重複し、45号土坑が新しい。遺物の出土は

なかった。

46号土坑 (第22図、図版16-1)

P-32,33区 に位置する。平面形態は円形を呈し、長径80伽、短径75c/mを 測る。底面形態も円

形を呈し、長径70cm、 短径68c/mを 測る。断面形態は皿状を呈し、深さ32cmを測る。遺物の出上は

なかった。

47号土坑 (第25図、図版19-1)

N・ 0-34・ 35区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径160cm、 短径92cmを測る。底面形

態も楕円形を呈し、長径126cm、 短径50cmを測る。断面形態は皿状を呈し、深さ40cmを測る。上坑

の調査終了後、東側に 2号ロームマウンドが重複していることが確認されており、その一部とな

る可能性もある。遺物は、縄文時代中期初頭の上驀片・黒曜石が出上している。

遺物 71は 口縁部で、突起となる部分である。維位に集合沈線を施した後、横位に平行沈線を

施している。72は胴部で、横位の集合沈線を施している。 1～ 2 cmの 間隔で竹管を止めるように

描いているため、竹の節の様に見える。

48号土坑 (第 20図、図版16-3)

K・ L-35区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径122cm、 短径120cmを 測る。底面形態

も楕円形を呈し、長径115cm、 短径89cmを測る。断面形態はタライ状を呈し、深さ56cmを測る。遺

物は、縄文時代中期初頭の上器片・黒曜石片が出土しており、土器片は34号土坑出上のもの (56)

と接合している。

49号土坑 (第 15図、図版11-2)

K-36。 37区に位置する。東側は65号土坑と重複するが、平面形態は楕円形を呈するものと考

えられる。現存する長径は128cmであるが、145cm程になるものと思われる。短径は121cmを測る。

底面形態は

'島

九長方形を呈し、長径81cm、 短径68cmを測る。断面形態は鉢状を呈し、深さ70cmを

測る。長軸方向はN-56°一Eを指す。坑底中央はやや盛 り上がり、小ピット2個が検出された

が、精査の結果中央はロームを貼ってあり、径30× 17cm、 深さ48cmの ピットとなった。形態から

陥し穴と考えられる。65号土坑と重複しているが、65号土坑が新しいと考えられる。遺物は、縄

文時代中期初頭の上器片・礫が出土している。

遺物 73は胴部で、地文に縄文を施した後、押圧隆帯を横位に施している。74は胴部で、縄文

を施している。75は胴部で、縦位の集合沈線を施している。76は胴部で、縦位の集合沈線と維位

の鋸歯状文を施している。77は 口縁部で、突起となる部分である。平行沈線を施している。竹管

により結節状となる佃所も見られる。78は胴部で、横位の綾杉文を施した後、横位の平行沈線を
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引いている。79は底部で、縦位の綾杉文と円または渦巻きの平行沈線を施し、三角形の区画を撫

で取って陰刻状にしている。

50号土坑 (第 24図、図版22-1)

K-38区に位置する。平面形態は隅九方形を呈し、長径77cm、 短径71cmを測る。底面形態も隅

丸方形を呈し、長径63cm、 短径61cmを測る。断面形態は皿状■呈し、深さ26cmを測る。遺物の出

土はなかった。

51号土坑 (第24図、図版22-2)

N・ O-31区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径86cm、 短径75cmを測る。底面形態も

楕円形で、長径33cm、 短径29cmを測る。断面形態は不整形で、深さ52cmを測る。遺物は、縄文時

代中期初頭の上器片が出上している。

遺物 80は胴部から頸音Бにかけての破片で、縄文が施されている。

52号土坑 (第24図、図版22-2)

N-30'31区に位置する。平面形態は隅九方形を呈し、長径53cm、 短径51cmを測る。平面形態

は円形を呈し、長径45cm、 短径43cmを測る。断面形態は皿状を呈し、深さ30cmを測る。遺物の出

土はなかった。

53号土坑 (第 20図、図版16-2)

KoL-32・ 33区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径133cm、 短径120cmを測る。底面

形態も楕円形を呈し、長径100cm、 短径98cmを 測る。断面形態はタライ状を呈し、深さ54cmを 測

る。42号土坑と重複し、53号土坑が新しい。遺物は、縄文時代中期初頭の上器片が出上している。

遺物 81は胴部で、縄文が施されている。82は胴部から頸部にかけての破片で、頸部には綾杉

文が、胴部には地文に縄文を施した後、垂下する平行沈線を施している。半我竹管による結節状

浮線文を横位に施し、文様帯を画している。

54号土坑 (第 16図、図版11-3)

J・ K-39区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径 127cm、 短径125cmを測る。底面形態

は隅丸方形を呈し、長径85cm、 短径67cmを測る。断面形態は鉢状を呈し、深さ70cmを測る。長軸

方向はN-59°一Eを指す①坑底の中央はやや盛 り上がり、 5個の小ピットが検出されたが、精査

の結果中央は貼ったロームで、径35× 24釦、深さ55cmの ピットとなった。形態から陥し穴と考え

られる。55号上坑と一部重複するが、新旧関係は不明。遺物の出土はなかった。

55号土坑 (第 16図、図版H-3)

J-39区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径105cm、 短径90cmを測る。底面形態は楕円

形を呈し、長径67伽、短径59cmを測る。断面形態は鉢状を呈し、深さ65cmを測る。54号土坑と一

部重複するが、新旧関係は不明。遺物の出土はなかった。

56号上坑 (第19図、図版15-1)

I・ J-30区 に位置する。平面形態は楕円形を呈する。平面の長径は不明で、短径は47cmを測
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る。底面の長径も不明で、短径は40cmを測る。断面形態は皿状を呈し、深さ14cmを浪1る。29号土

坑と重複し、56号土坑が新しい。遺物の出土はなかった。

57号土坑 (第26図、図版23-3)

L・ M-42区に位置する。平面形態は不整形で、東側がやや浅いため、他の上坑と重複してい

る可能性がある。長径130cm、 短径125卿 を測る。底面形態も不整形を呈し、長径120cm、 短径110

c/mを 測る。断面形態は皿状を呈し、深さ27cmを 測る。遺物は、縄文時代中期初頭の上器片が出土

している。

遺物 83は胴部で、横位の綾杉文を施した後、横位の平行沈線を施している。

58号土坑 (第 16図、図版12-1)

I・ J-41・ 42区に位置する。平面形態は隅丸方形を呈し、長径76cm、 短径75cmを測る。底面

形態も隅丸方形を呈し、長径69cm、 短径65c/mを測る。断面形態は皿状を呈し、深さ16帥を測る。

59号土坑と重複するが、新旧関係は不明。遺物の出土はなかった。

59号土坑 (第 16図、図版12-1)

I-42区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径 128cm、 短径110cmを測る。底面形態は隅

丸長方形を呈し、長径96cm、 短径60cmを測る。断面形態は鉢状を呈し、深さ80cmを測る。長軸方

向はN-60°一Eを指す。坑底はやや盛り上がり、 4個の小ピットが検出されたが、精査の結果、

中央は貼ったロームで、径28× 20cm、 深さ46cmの ピットとなった。形態から、陥し穴と考えられ

る。58号土坑と重複するが、新旧関係は不明。遺物の出土はなかった。

60号土坑 (第 22図、図版19-1)

0。 P-34区に位置する。平面形態は円形を呈し、長径95cm、 短径も95cmを測る。底面形態も

円形を呈し、長径82cm、 短径80cmを測る。断面形態はタライ状を呈し、深さ45cmを測る。45号土

坑 と重複し、45号土坑が新しい。遺物の出土はなかった。

61号土坑 (第 17図、図版12-2)

IoJ-46・ 47区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径139cm、 短径■2cmを測る。底面

形態は楕円形を呈し、長径91cm、 短径68cmを 測る。断面形態は鉢状を呈し、深さ61cmを浪1る。長

軸方向はN-80°一Eを指す。坑底はやや盛 り上がり、 4個のピットが検出された。精査の結果、

中央は貼ったロームで、径33× 23cm、 深さ65cmの ピットになった。このピットの周辺にも4個の

河ヽ ピットが検出されているが、この土坑に伴 うものか明らかでない。形態から、陥し穴と考えら

れる。遺物の出土はなかった。

62号土坑 (第26図、図版24-1)

K-44区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径 123c14、 短径88cmを 測る。底面形態は不整

形で、長径 102cm、 短径68cmを 測る。断面形態は皿状を呈し、深さ22cmを 測る。遺物の出土はなか

った。
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63号土坑 (第 17図、図版12-3)

H・ I-49・ 50区に位置する。平面形態は楕円形を呈し、長径177cm、 長径121cmを測る。底面

形態は隅丸長方形を呈し、長径114cm、 短径30cmを測る。断面形態は短軸がY字状を呈し、深さは

79cmを測る。長軸方向はN-38°一Wを指す。坑底に径20× 18cm、 深さ37cmの ピットが検出されて

いる。ピットにロームを貼った痕跡はなく、小ピットが有ったかは明らかでない。形態から、陥

し穴と考えられる。遺物は、縄文時代中期初頭の上器片・小形磨製石斧が出上している。

遺物 84は胴部で、無文である。

64号土坑 (第 21図、図版17-1)

H-42区に位置する。平面形態は円形を呈し、長径113cm、 短径100cmを測る。底面形態も円形

を呈し、長径97cm、 短径95cmを測る。断面形態はタライ状を呈し、深さ49cmを測る。遺物は、坑

底から20cm上に縄文時代中期初頭の上器・黒曜石が出土している。

遺物 85は胴部で、維位の綾杉文を施している。86は胴部で、縦位の集合沈線を粗 く引いてい

る。

65号土坑 (第15図、図版■-2)

K・ L-36・ 37区に位置する。平面形態は、西側が49号土坑と重複しているため明らかでない

が、長径127cm程の円形を呈するものと思われる。底面形態も114cm程 の円形になるものと思われ

る。断面形態はタライ状を呈し、深さ33cmを測る。49号土坑と重複するが、49号土坑が新しいと

思われる。遺物は、縄文時代中期初頭の一括土器を出土する。

遺物 87は胴部で、縄文が施されている。
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◎黄鴇色土。ロームブ●ッタの混入が壁際に多い。

①黒褐色土。粒子は細か く、良〈締っているが、粘性はない。微細
なローム粒子、 5 ral以下のロームブロックを含むが量は少ない。暗
褐色のにごぅたロームが 5m程の斑攻になって入る。
②暗褐色土,粒子は細かく、良く締っているが、粘性はない。ロー
ム粒子の混入多い。 lcd以下のコームプロックの混入も見られる。

③明褐色五 硬く良く締ぅている。 1～ 2 ctlの嗜褐色のにごったロ
ーム,灘状になって入る。
①粒子は細かく、良く締っている力ヽ 粘性はない。東壁■部はロー
ムブロックの混入が少ないが、同一層と理解される。
⑤暗栂色～黒褐色土。粒子は細かく、良く締っているが、粘性はな
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15 暗褐色のにごったコームのよ,なJ唇。北側は流れたロームの下に
黒褐色上があり、風倒木痕かとも思われるがt】Jの上坑になるかも
しれない。遺物はほとんどがこの黒褐色土から出土する。

第12図 縄文時代の上塊 1)(1/40)
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①暗褐色土。粒子は細かく、良く雑っているが、粘性はない。彼細

なローム粒子を含む他、l caleのコームブロックが稀に入るぅまた

暗褐色のにごったロームが5～ 10onの大きさで、斑状に入る。

②黒褐色上。粒子は細かく、良く締っているが、粘性はなヤ、 ロー
ム粒子、ロームプロックを含むが、量は①より少ない。
otB色土。粒子は粗く、ざらついているが(締ウはあり、粘性もあ
る。ローム粒子、コームブロックの混入夕い,
④明褐色土。離つた0-ム。
⑤黒褐色土。

A
1039,10

①暗褐色～黒褐色土。擁乱。
②粒子は粗い力ヽ 良く締っている。粘性もある。ローム粒子の混入
は多い。また、5 1am以下のロームブロックを多量に含む。炭化物が
少量入る。
③明鵜色～暗褐色上。粒子は細かく、硬く良く締っており、粘性も
ある。面サイドはロームの崩れで掲色味が強い。

④暗褐色土。粒子は組い力ヽ 良く締っている。粘性は乏しい。1～ 2
cnlのロームア●ック、21m以下のブロック多い。

⑤明褐色土。貼ったロームー。

ロ
到

一〇

ト た
可

Ч

bl

Ar

65号上坑

A′

o           lm

にた

I議 .10

０
一
．
８

〇
一

０

第15図 縄文時代の上坑は)(1/40)
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ロ

A′

54号土抗

53号土坑

第10図 縄真時代の上難 )
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A′Ａ
一
一井

SI号上坑

63号上坑

第17図 縄支時代の■ulel(1/40)

0             1

ト

鑑鞘識讐ゑ翠縦
ぐ
議舗E宝解域鋒線 憲

繰翻碑 発
に

ド

ト

63

耀警灘籐軽遭二騨評籐な汽
鶴鰯 蝕発と簿鰈 事卜鞍
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⑬

上

4号上坑

①黒褐色上。ローム粒子 ,炭化物粒子を含む。

②黒褐色土。①より黒昧が強い。
③寅褐色土。粘性弱い。
④黒褐色上。 1～ 2 cElのロームプロックを含む。①と似た色と目さむ

A′

12号土坑

A 104040A′

も混入。

②暗黄掲色土。 5 1El以下のローム粒子を多く書み、 2～ 4caのロー

ムブロツク・彼細な炭化物粒子も混入。

③黒褐色土。 l cll以 下のロームプロックを少量含む
`炭
化物粒子を

稀に含む。

.く

A′

7号上坑

黒褐色土。粒子は粗 く、粘性は弱い。炭化物粒子・ ローム泣子が混
入。

A′

14号土坑

嗜褐色土。微細なローム粒子が温

^す
る他、細かい炭化物が僅かに

混入する。

暗褐色上の単一層、微細なローム粒子の他に 3～ 5即の炭化物が備
に入る。結っている力錦 性はない。

暗褐色土。ローム粒子の他、 5cmeの ローふプロックが混入する。
下層の方がやや明度が強いが、単一層と理解される。粒子は粗 く、

粘性はない。
黒褐色土。壁際中央よりやや上にロームの崩落が有るが、単一層の

内と理解される。全体的に微細なローム粒子の混入が見られ、一部
3～ 5 clnの 斑状 となる。 lca前後の炭化材の混入が、かなりの量認
められる。粒子は粗 く、格性は弱い。締りもあまりない。

Ｑ

上

①暗褐色土。51m以下のローム粒子を稀に含む。微湘4炭化物粒子

‐（『）　Ａ一
お

　

Ｖ

第18図 縄文時代の上坑(71(1/40)

16号土坑
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A

56号土坑

32手}」ヒ七化

A′

29号土坑

Ｂ一］
ヽ
ф

29 ①噌褐色上。粒子は細かく、良く締っている力k粘性はなしヽ。微細
なローム粒子を多量に含むj

②黒褐色虫 粒子は細かく、良ぐ締っている力ヽ 粘性はない。微細
なローム粒子・05～ l ellの ロームプロックを含む力ヽ 量は少ない。

56 暗褐色土。粒子は細かく、良く締っているが(粘性はない。微細な
ローム粒子を多量に含む他、 l cll以下のコームプロックを含む。

B′

32 ①やや暴味の強い暗褐色土。粒子は細かく、良く締つている力k粘
性はない。炭化物を含む。
②やや黒味の強い暗褐色土。粒子は細かぐ、良く締っており、粘性
もある。 1伽程のロームプロックを稀に含む。
③暗褐色土。粒子は細かく、良く締っており、1粘性もある。 l cnt以
下のロームブロッタ、ローム47‐の混入が多い。
④累褐色土。粒子は細かく、良く締っているが(粘性もある。微細
なローム粒子の混入があるが、量は少ない。

A′

A A′

35号土坑

Ell

A

菊  製

第19図 縄文時代の上坑181(1/40)

35 ①嗜褐色土。粒子は細かく、良 く締っているかヽ 粘性はない。徹測
な口,ム粒子が稀に入る他、炭化物も混入する。
②黒褐色上。粒子は細かく、良く締っているが、粘性はない_微細
なローム泣子、5 mn程のロームプロックが少量入る。0.5～ lm程の
炭化物の混入も見られる。

③暗褐色二 粒子は細かく、硬 く良く締っており、粘性もある。ロ

ーム粒子、ロームプロッタの混入多い。

漁

―-45-―
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A′

38号土坑

53号土坑

53 ①黒褐色土。粒子は細かく、良く締っている力ヽ 粘性はない。彼細
な口ニム粒子を含むが量は少なし、稀に炭化物を混入するも

②暗褐色土。粒子はX4Hか く、良(締っている力ヽ 粘性はないる旭`さ
い炭化物が入る。
⑤福色。粒子は細かく、良く締ぅており,粘性もある。ロームの混
しりが多い。稀に尿北吻を混λする。

あ
|

B′

103960

38 ①暗褐色土。粒子t事細かく、良く締っているが、粘性はない。彼細
なローム粒子を含む他、暗褐色のにどったロームが2～ 3 emの班状
となって入る。
②明褐色土。粒子はやや粗いが、締っている。沖性は乏しい。ロー
ム粒子の仏 5 1aH程 のロームプロックを多量に含むj

B

A

ヽ
ぃ

と
1尋

rll

ヽ
∞

A A′

42号上坑

廼
|

A
1039.30

縄文時代の上坑(9)(1/40)

一-46-

42 ①暗褐色土。粒子は細かく、良く締っているが、粘性はなぃ。微細
なローム粒子を混入するが、量lfk少空い。稀に煤化物を含む。
②暗褐色土。粒子は細かく、良く締っているが、粘性はない。5cl
程のにごったロームカ現状に入り、褐色味が強く感しられる。微細
な0-ム粒子の混入も①より多い。稀に序化物が入る。
③暗鵜色±l①と同じ。
④暗得色土。②と同じ。
③黒褐色土。粒子は細かく、良く締っている。粘性は本遺構の内最
もある力ヽ それほど強くない。

48 ①暗褐色土。粒子は細かく、良く締っているが、粘性はない。 1“
以下のプロックを少量含むp
②暗褐色～明褐色土.粒子は細かく、覆く良く締っており、粘性も
ある。ローム粒子は多く、1卿以下のロームプロックも多い。

A′

A

48号土坑

A′

。
|

第20図
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Ｉ

Ｌ

ｔ

Ｌ

小

A

64号上坑

A′

H号土坑

A

と
|

∞
|

①粒子は細かいが、締りと粘性はない。

②暗褐色土。粒子は細かく、良く締っているが、粘性はない。微細

なコーム粒子が入る。暗褐色のにごつたロームが斑状に入る。

③黒褐色土。粒子は細かく、良く締っているが、粘性はない。微細

なローム粒子の他、 5 mm以 下のロームブロックが混じる。炭化物が

稀に入る。
④黒褐色上。粒子は細かく、良く締っており、粘性もある。ローム

粒子、 2 mm程 のロームブロックが入るが、量は③より少ない為本層
の方が黒く感じられる。③と①の間に一括土器が出上。

64 ①黒褐色土。粒子は綱かく、
ム粒子のIFt入多い。
②暗褐色土。粒子は粗いが良く締っている。粘性はない。ロームの

崩れあり。

黒褐色土。下層は暗褐色土で、中間に 1～ 2 cm大のロームブロック

が入るが、自然堆積によるものと思われる。

①黒褐色土。粒子は細かく、良く絡っているが、粘性に乏しい。微

細なローム粒子を含む他、にごった暗褐色上が斑状に入る。

②暗褐色土。粒子は細か く、良く締っており、粘性もある。稀に炭

化物粒子を含む。

B′
   ~

/
41号土坑

B

1039 50

第21図 縄文時代の土坑10(1/40)

41 ①暗褐色上。粒子は細かく、締っているが、粘性はない。微細なロ
ーム粒子の混入が見られるが、量は少ない。

②暗褐色上。粒子は細かく、締っており、粘性もある。ローム粒子
l cm以下のロームプロックを多量に含む為、黄味を帯びている。炭

化物を稀に含む。
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中譜鈍鷲鎌で三蹴転靖拶こ農館群犠宮い
°

B′

縞

A

4S号上坑

A

45号上坑

A

10号上坑

く

0号上携

A′
―

歳 如

Ⅷ 彗豊趣甚籐|と轟
ローAブロッタ癖入る。

壷

　

鉤

○
A′

A
1040.10

A′

③

ェ
■
′

＼

暗褐色土。1全体に炭化物が入るオ量は少な嗚 ロエム粒子つ提
^が認めⅢれる。                         .

琉争:監孝,ま離泳省二′修き子,み鉄響 親ハす

20号土境

諷 、30

第22図 縄文時代のELAllゆ l1/40)
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28 ①果褐色上～暗褐色土。粒子は細かく、良く締っているが、粘性に

乏しい。微細なローム粒子の混入があるが、量は少ない。

②褐色土～暗褐色土。粒子は細かく、良く締っているが、粘性に乏

しい。微細なローム粒子の混入が多い。

34号上坑

A′

黒褐色土。下層にい くに従って黒色 となるが、分層は難しい。 l cm

以下のロームブロックが稀に入る他、微細なローム粒子が全体的に

入る。壁際はロームの崩落によりやや褐色味を帯びる。

A′

①黒褐色土。粒子は細かく、良く締っているが、粘性はない。微細

なローム粒子、 l cm以 下のロームブロックを含む。

②褐色土。粒子は細かく、良く締っており、粘性もある。ローム漸

移層か ?

34 黒褐色土。粒子は細か く、硬 く良 く締ってお り、粘性 もある。
ム粒子・ 5 mm以下のロームブロックを少量含む。

A′

A′

24号土坑

30号上坑

i3号土坑

A

28号土坑

A′

″
一　
　
　
　
　
　
″

一

結 り

A′    A

黒褐色土。ローム粒子の混入有る。下層にいくにしたがつて、

がなくなり、ポソボツとなる。

25号上坑
A

1040 00

④
平

弐ζ至憂ジ塾菅
19 ①暗褐色土。
②黒褐色土。ロームプロックを稀に含む。
③黄褐色土。ロームプロックを多く含む。

掲色土。粒子は細かいが、締 りはな く、粘性 もない。炭化物の混入

が稀にある。 l cm以 下のロームブロックの混入も見 られる。

第23図 縄文時代の上坑Oり (1/40)

-49-

25 ①暗褐色上。粒子は細かいが、締り・粘性なし。ローム粒子の混入
多い。炭化物が稀に入る。

②黒褐色土。粒子は細かく、硬く良く締っており、粘性もある。ロ

ーム粒子の混入多いが、①より多い。炭化物の混入は①より多い。

③明褐色土。粒子は細かく、良く締っているが、粘性はない。ロー

ムの崩れによる。

9       1m



ヽ
ぃ

A

50号上坑

A

1033.90

A′

27号上坑

暗褐色土。粒子は細かく、真く締っているが、粘性はない。

粒子の混入多い。

ヨ
■

０
０
８

〇
一

い

黒褐色土。粒子は細かく、良く締っているが、粘性はないむ暗褐色

のにごったロームが 5～ 10clの 大きさで斑状に入る。小さい炭化物

が稀に入る。

③黒褐色上。粒子は組かく、良く締っており、粘性もある。015～ 1
cnのロームブロック、ローム粒子を稀に會む。

第24図 縄文時代の土坑10(1/40)
一-50-―

0            1m



I号上坑

①黒色土。
②黒褐色土。炭化物粒子とローム粒子を少量含む。

③黄褐色上。ロームを含み、埋めてある感じ。

①明褐色土。ローム粒子の混入多い。

A

3号土坑

A′

47

第25図 縄文時代の上坑αO(1/40)
一-51-―

A′

ヽ
ロ

3 ①黒褐色土。ローム粒子を混入。
②黄褐色土。

33号土坑

A′

盟督守Ξξ縮身苦上接発ザク沈電大錬多奮「とと蚕逢撃挑七天甘
多く、坑底も凹凸が激しい。

A

A

47号土坑

A A′

44号土坑

A
1039 40

暗褐色土。粒子は細かく、締っているが、粘性はない。微細なロー
ム粒子を多く含む。 5 mm以 下のロームプロック、炭化物の混入も稀
に見られる。

①暗褐色土。粒子は細かく、良く締っているが、粘性はない。炭化

物を混入する。ローム粒子の混入は多いが、ロームブロックは少な

②暗褐色～黒褐色土。粒子は細かく、良く締っているが、粘性はな

い。ローム粒子の混入は少なく、ロームプロックも l cm以下のもの

が少量ある。

③明褐色～暗褐色土。粒子は細かく、硬 く良く締っており、粘性も

ある。ロームの崩れが目立つ。

0             1m
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62号上坑

第26図 縄文時代の上坑⑩ l1/40)
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上
見
遺
跡
土
坑
一
覧
表

― ― 伽 ∞ ― ―

番
号
位
 
置

分
類
平
面
形

断
面
形
平
長
平
短
底
長
底
短
深
さ
軸
方
向

出
土
遺
物

時
期

備
考

1
H-
8

IV
楕
円
形

皿
 
状

2
Ia
楕
円
形

鉢
状

N-
48
°
一
E
黒
曜
石

陥
し
穴
。
坑
底
に
ピ
ッ
ト
(2
8×
13
×
43
)。

3
B-
19
・
20
IV
楕
円
形

皿
 
状

上
層
の
焼
土
内
か
ら
土
器
片
。
焼
土

下
の
上
層
か
ら
中
期
初
頭
波
状
口
縁

破
片
・
黒
曜
石

中
期
初
頭
焼
土
は
中
央
か
ら
南
に
堆
積
。

4
B-
24

円
 
形
タ
ラ
イ
状

黒
曜
石

5
�
【-
26
Ia
隅
丸
長
方
形
鉢
 
状
(1
23
)

N-
36
-E
土
器
片

中
期
初
頭
陥
し
穴
。
坑
底
に
ピ
ッ
ト
(2
6×
20
×
48
)。

15
土
坑
と
重
複
。
新
旧
関
係
不
明
。

6
�
【-
26

IV
不
 
明

不
 
明

5・
15
土
坑
と
重
複
。
新
旧
関
係
不
明
。

7
E・
F-
25
・
26

円
 
形

皿
状

8
F-
24

楕
円
形

皿
 
状

土
器
片

中
期
初
頭

9
G2
5・
26

楕
円
形

皿
状

F・
G-
25
。
26

円
 
形

皿
 
状

E-
24

円
 
形

皿
状

G-
25

惰
円
形
タ
ラ
イ
状

土
器
片
・
黒
曜
石

中
期
初
頭

G-
25

惰
円
形

皿
状

上
器
片

中
期
初
頭
撹
舌
Lか
P

G・
H-
25
・
26

楕
円
形

皿
 
状

土
器
大
形
片
・
黒
曜
石

中
期
初
頭

M・
N2
5'
26
IV
不
 
明
不
 
明

土
器
片
・
黒
曜
石

中
期
初
頭
旧
Aト
レ
ン
チ
3号
土
坑
。

6土
坑
と
重
複
。
新
旧
関
係
不
明
。

H-
25

II
 b
楕
円
形

皿
 
状

土
器
片

中
期
初
頭
17
土
坑
と
切
り
合
う
が
、
新
旧
関
係
不
明
。

H-
25

楕
円
形

皿
 
状

17
土
器
片

中
期
初
頭
16
土
坑
と
切
り
合
う
が
、
新
旧
関
係
不
明
。

H-
24
・
25

円
 
形
タ
ラ
イ
状

土
器
片
・
黒
曜
石

中
期
初
頭
17
土
坑
と
切
り
合
う
が
、
新
旧
関
係
不
明
。

床
面
直
上
か
ら
5 
cl
n大
の
焼
土
ブ
ロ
ッ
ク
が
確

認
さ
れ
る
が
、
床
面
や
壁
は
焼
け
て
い
な
い
。

I-
23
・
24

円
 
形

皿
 
状

I 
・
」
-2
3・
24

惰
円
形

皿
 
状
10
2

L・
�
12
3
IV
不
整
形

不
整
形

土
器
片

中
期
初
頭
数
個
の
土
坑
の
重
複
か
P

O・
P-
24
Ia
楕
円
形

鉢
 
状

N-
25
°
一
E

陥
し
穴
。
坑
底
に
ピ
ッ
ト
(3
2×
21
×
45
)。

」
-2
7
Ia
楕
円
形

鉢
 
状

N-
63
°
一ヽ
V
土
器
片
・
黒
曜
石

中
期
初
頭
陥
し
穴
。
坑
底
に
ピ
ッ
ト
(2
5×
20
×
30
)。

H・
12
6・
27

楕
円
形

皿
 
状

H2
6

円
 
形

皿
 
状

L・
M2
7・
28
Ia
楕
円
形

鉢
 
状

N-
39
°
一
E

陥
し
穴
。
坑
底
に
ピ
ッ
ト
(4
2×
24
×
57
)。

G-
26

円
 
形

皿
 
状

A・
B2
7

格
円
形

皿
 
状

I 
・
J-
30

円
 
形

皿
 
状

土
器
片
・
凹
石
。
黒
曜
石

中
期
初
頭
56
土
坑
と
重
複
。
56
土
坑
が
新
。

J-
30
・
31

楕
円
形

皿
 
状

P-
28

拮
円
形

皿
 
状

土
器
片

中
期
初
頭



― ― 枷 ト ー 十

番
号
位
 
置
分
類
平
面
形
断
面
形
平
長
平
短
底
長
底
短
深
さ
軸
方
向

出
土
遺
物

時
期

備
考

K・
L-
27
・
28

楕
円
形

皿
 
状
15
3

浅
い
土
坑
が
重
複
か
?

C・
D-
28
IV

楕
円
形

不
整
形

G-
34

隅
九
方
形
皿
 
状

土
器
片

中
期
初
頭
南
西
壁
際
に
ピ
ッ
ト

N-
29

楕
円
形
タ
ラ
イ
状

黒
曜
石
・
凹
石
・
石
鏃

西
側
に
土
坑
が
重
複
か
P

O-
29

円
 
形

皿
 
状

O-
30

円
 
形

皿
 
状

P-
31
,3
2

楕
円
形

皿
 
状

K・
L3
1・
32

惰
円
形

鉢
 
状
15
6

N7
7°
一
E

陥
し
穴
。
坑
底
に
ピ
ッ
ト
(3
5×
23
×
61
)

Ⅳ
13
2

b
楕
円
形
タ
ラ
イ
状

土
器
片
・
黒
曜
石

中
期
初
頭
北
側
は
崩
れ
か
P

L-
32
・
33

b
円
 
形
タ
ラ
イ
状
77

土
器
片

中
期
初
頭
西
側
は
崩
れ
か
P

K・
L3
3

惰
円
形
タ
ラ
イ
状

11
1

土
器
片
・
黒
曜
石

中
期
初
頭
53
土
坑
と
重
複
。
53
土
坑
が
新
。

K・
L3
4

不
整
形

(楕
円
形
)

不
整
形

(鉢
状
)

(1
50
)
(1
30
)

N7
7°
iE

陥
し
穴
。
坑
底
に
ピ
ッ
ト
(3
0×
22
×
56
)。

上
坑
が
重
複
か
P

G・
H-
32
・
33
IV
楕
円
形

皿
 
状

O-
33
,3
4
IV
楕
円
形

皿
 
状

60
土
坑
と
重
複
。
45
土
坑
が
新
。

P-
32
・
33

円
 
形

皿
 
状

No
O-
34
・
35
IV

椿
円
形

皿
 
状

土
器
片
・
黒
曜
石

中
期
初
頭

K・
L3
5

楕
円
形
タ
ラ
イ
状

黒
曜
石

K-
36
・
37
Ia
楕
円
形

鉢
 
状

N-
56
°
一
E
土
器
片
・
礫

中
期
初
頭
陥
し
穴
。
坑
底
に
ピ
ッ
ト
(3
0×
17
×
48
)。

65
土
坑
と
重
複
。
65
土
坑
が
新
か
P

K-
38

隅
九
方
形
皿
 
状

No
O-
31

楕
円
形
不
整
形

土
器
片

中
期
初
頭

N-
30
・
31

隅
丸
方
形
皿
 
状

K・
L3
2・
33

楕
円
形
タ
ラ
イ
状

土
器
片

中
期
初
頭
42
土
坑
と
重
複
。
53
土
坑
が
新
。

J・
K3
9
la

橋
円
形

鉢
 
状

N5
9°
一
E

陥
し
穴
。
坑
底
に
ピ
ッ
ト
(3
5×
24
×
55
)。

55
土
坑
と
重
複
。
新
旧
関
係
不
明
。

J-
39

惰
円
形

鉢
 
状

54
土
坑
と
重
複
。
新
旧
関
係
不
明
。

I・
J-
30

楕
円
形

皿
 
状

29
土
坑
と
重
複
。
56
土
坑
が
新
。

L・
A/
14
2
IV
不
整
形

皿
 
状

土
器
片

中
期
初
頭

I・
J-
41
・
42

隅
丸
方
形
皿
 
状

59
土
坑
と
重
複
。
新
旧
関
係
不
明
。

I-
42
Ia
楕
円
形

鉢
 
状

N6
0°
一
E

陥
し
穴
。
坑
底
に
ピ
ッ
ト
(2
8×
20
×
46
)。

58
土
坑
と
重
複
。
新
旧
関
係
不
明
。

O・
P-
34

円
 
形
タ
ラ
イ
状

45
土
坑
と
重
複
。
45
上
坑
が
新
。

I 
・
J-
46
・
47
Ia
楕
円
形

鉢
 
状

N8
0°
一
E

陥
し
穴
。
坑
底
に
ピ
ッ
ト
(3
3×
23
×
65
)。

K-
44

IV
橋
円
形

皿
 
状

H・
14
9・
50
Ib
楕
円
形
Y宇
状
17
7

N-
38
°
W
土
器
片
・
小
形
磨
製
石
斧

中
期
初
頭
陥
し
穴
。
坑
底
に
ピ
ッ
ト
(2
0×
18
×
37
)。

H4
2

円
 
形
タ
ラ
イ
状

坑
底
か
ら
20
cm
上
に
土
器
・
黒
曜
石
中
期
初
頭

K・
L3
6・
37

円
 
形
タ
ラ
イ
状
12
7

一
括
土
器

中
期
初
頭
49
土
坑
と
重
複
。
49
土
坑
が
新
か
P



(2)ロ ームマウン ド

本遺跡からは、 2基のロームマウン ドが検出されている。時期は明確に出来ないものの、本遺

跡の立地する台地上が、現在は畑地として開墾されているが、以前には樹木が生育していたこと

力学覚える。

I号 ロームマウンド (第27図、図版24-2・ 3)

第 1次調査のおりに、DoE-25～ 27区で確認されている。当初土坑かとも思われたが、土層

断面の観察により、壁面の一部が再堆積 したロームとなっており、黒色上が下層に認められるこ

とから、ロームマウンドの可台を隆が強まった。第 2次調査において、周辺の精査を行なった結果、

暗褐色上がリング状に周 り、内側に再堆積したロームが詰まっていたため、これをロームマウン

ドとして扱った。遺物は、縄文時代中期初頭の上器16点が出土している。

遺物  88～ 921よ胴部で、沐電文が施されている。93は 口縁苦Ьで、突起 となる。隆帯による渦巻き

を施した後、ソーメン状の細い粘土紐を貼付けている。94は 日縁部で、把手を持つ。口縁部から

斜位の集合沈線を施し、横位の平行沈線で画している。把手は猪をイメージした獣面把手となる

が、先端を欠いている。把手の下と把手から右の日唇部は結節状浮線文によっている。95～ 97は

胴部で、右下がりの集合沈線を施した後、縦横、あるいは曲線の平行沈線によって画し、斜交す

る浅い平行沈線を引いている。98は胴部で、縦位の集合沈線を横位の平行沈線で画し、斜交する

浅い平行沈線を引いている。99は胴部で、右下が りの集合沈線を施した後、縦位 または斜位の平

行沈線で画している。100は胴部で、横位の綾杉文を施している。101は胴部で、斜位の集合沈線

と横位の平行沈線を施している。斜位の集合沈線の方が後で施文されている。102は胴部で、縦位

の集合沈線が施されている。103は 胴部で、地文に縄文が施されている。 3条の横位の平行沈線を

2段施し、その間を平行沈線で鋸歯状文が施される。下方は平行沈線による曲線が施されている。

2号ロームマウンド (第27図、図版25-1。 2)

47号土坑の東側に位置する。調査区はN・ M-34区である。完掘により47号土坑 と重複するが、

検出は47号土坑が先であり、同時期のものかどうかは不明である。47号土坑がロームマウンドの

一部となる可能性もある。遺物は、縄文時代中期初頭の上器 2点が出上している。

遺物 104は 口縁部で、口唇部が屈曲している。口唇部は斜位の集合沈線が施されている。その

下は 2条の平行沈線が 2段にわたって横位に引かれ、その間を平行沈線で鋸歯状文が施される。

頸部は斜位の集合沈線を施す。105は胴部で、横位の綾杉文が施される。
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号 ロームマウン

1040.10

①黄褐色土。締りは弱く、②・④に比ぶ粘性が弱い。粒子は粗く、

径2-3d血 のコームブロックを多量に含む。稀に暗褐色土を斑状に

含む
`

?環籍壱速挫離λ越鍵Ⅲ効Eぞ潮誰甚辮サ
°

クを多量に含み、稀に径10cl以上のコームブロックを含む。

③暗褐色土。締 りは無ぐ、粘性も弱ぃ。粒子は細かく。微和なロー

ム粒子を多量に含む。径2～ 4卿のロームプロックを稀に含む。ま
た、樹木の根の痕跡が認められる。

④黄褐色土。締りは③よりもさらに弱い。粘性に富み、粒子はや■
粗い。ローム粒子に暗褐色粒子が混左する。径7～ 8 ealのロームブ
ロックを少量含む。

2号 ロームマウン ド

O責褐色土。粒子は細かく、締りは無V、
②黒色土。ロームアロックを混入する。
③責褐色土。ハードロームのプロックを混入する。粘性、締りは1無
く、ポロポロ。

0            1m

第27図  ロームマウンド (1/40)
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2

0                                   20cm

第28図 縄文時代の上器(1)(1/4)
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13)遺構外の遺物

I)土 器 (第 28～ 31図、図版26～ 33)

Aト レンチ

106～ 1111よ胴部で、縄文が施されている。106に は縄文の末端処理が施されている。 112・ ■31ま

胴部で、縦位の集合沈線が施された後、斜位の沈線が施されている。114は胴部で、縦位の集合沈

線が施された後、横位及び斜位の平行沈線で画している。115は胴部で、横位の綾杉文が施されて

いる。116は 胴部で、縦位及び横位の平行沈線が施されている。117は 口縁部で、右下がりの集合

沈線を施した後、上下に横位の平行沈線が引かれている。また、斜交する沈線が後から施されて

いる。118～ 120・ 122は 胴部で、縦位の平行沈線が施されている。121は胴部で、縦位の集合沈線

と縦位の鋸歯状文が施されている。123は 胴部で、縦位の集合沈線を施した後、斜位の沈線を引い

ている。124は 胴部で、斜位の集合沈線を施 している。125は 口縁部で、日唇部の内・外面に粘土

組の隆帯を貼付けている。斜位の平行沈線が施されている。

Bト レンチ

126は 口縁部で、縄文が施されている。127は胴部で、横位の平行沈線が施されている。128は 胴

部で、斜位の集合沈線を施した後、横位・維位及び曲線が施されている。129は底部で、縦位の集

合沈線の他、円形の刺突が施されている。

A・ Bト レンチ

130は胴部で、横位の平行沈線を施した後、斜位の集合沈線を施している。131は胴部で、横位

の綾杉文が施されている。132は 日縁部で、口唇部に結節状浮線文が施されている。

Cト レンチ

133～ 135は 胴部で、斜位の集合沈線を施した後、横位の平行沈線を引いている。

N-35グ リッ ド

136は 胴部で、維位の集合沈線を施している。

M-32グ リッド

137は胴部で、縦位の集合沈線を施 した後、斜交する沈線を引いている。

N-29グ リッド

138は胴部で、斜位の集合沈線を引いた後、横位の平行沈線を引いている。

表採 。地点不明遺物

139は胴部で、縄文が施されている。横位の平行沈線が施されている。140は胴部で、縄文が施

されている。縄文には末端処理が施されている。141～ 144は 胴部で、縄文が施されている。145は

胴部で、縄文が施されている。縄文には未端処理が施されている。146は胴部で、地文に縄文が施

され、横位の平行沈線が引かれている。147は頸部から口縁部にかけてで、斜位の集合沈線が施さ

れている。148は 胴部から頸部にかけてで、平行沈線で鋸歯状に区画した中を斜位に集合沈線を施

している。また、斜交する平行沈線が引かれている。 149。 150は胴部で、横位の綾杉文を施した
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後、横位の平行沈線が施されている。151は 口縁部で、突起となる。縦位の集合沈線を施した後、

斜交する平行沈線が浅 く引かれる。152は胴部で、斜位の集合沈線に斜交する平行沈線が浅 く引か

れている。下部は横位の平行沈線が引かれている。153は胴部で、維位の集合沈線を平行沈線で区

画している。斜位の平行沈線が浅 く引かれ、縦位の集合沈線と斜交している。154は胴部で、縦位

の綾杉文が施されている。155は胴部で、斜位の集合沈線を平行沈線で区画している。156は胴部

で、横位の綾杉文が施されている。157～ 160は胴部で、縦位の集合沈線が施されている。161は胴

部で、横位の押圧隆帯が貼付されている。162は胴部で、縦位の集合沈線が施されている。163は

頸部から口縁にかけてで、斜位と縦位の集合沈線を横位の平行沈線で画している。

2)石 器 (第32図、図版34)

出土した石器には、石鏃、打製石斧、凹石、磨石、小形磨製石斧がある。また、縄文時代と考

えられる土坑から出土した黒曜石の剥片については、先生器時代と考えられる遺物と接合したも

のもあるので、一括して先土器時代の項で述べている。

石 釧項 1～ 3)

本遺跡からは 3点出土している。 1点は35号土坑からの出上で、もう1点は0-29区からの出

上である。また、局部磨製石鏃が表採されている。

小形磨製石斧 (6)

調査区北端の、63号土坑の覆土上面から出土している。蛇紋岩製。

打製石斧 (7)

第 1次調査において、A・ Bト レンチから1点が出上している。安山岩製。

凹 石 (8)

35号土坑から出上している。安山岩製。約半分を欠損している。

磨 石 (9)

29号土坑から出上している。安山岩製。約半分を欠損しているが、完形となれば凹石となる可

台ヒJ陛 もある。
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第V章 ま と

第 1節 先土器時代
茅野市内では、御小屋之久保遺跡、渋川遺跡など、白樺湖および蓼科周辺の高原地域において

先土器時代の遺跡が発見、調査されている。しかし山麓部においては散発的な資料は発見されて

いるが、生活址 と考えられる遺跡は発見されていなかった。この点から上見遺跡の石器群は、茅

野市域における先土器時代の人々の生活を復元するうえで、貴重な手がかりとなる。

上見遺跡の石器群は縄文時代の石器群との混在が考えられ、不明瞭な部分が残されるが、先土

器時代の石器群 として、いくつかの特徴が認められる。              イ

上見遺跡の石器群を構成する105点の資料のうち、主体を占めるのは石器の素材である剥片と、

素材としての手J片 を作りだすための石核である。禁J片 を石核から象Jぎ取るにはいくつかの方法が

知られているが、上見遺跡においては、少なくとも異なった 2つの象J片手」離作業が認められる。

第 1の剖片まU離作業は、接合資料 Iの接合状態からわかるように、石核の両端に打面を設け劉

片崇」離を行なう方法である。まず、黒曜石の原石の一部に平坦な面をつくり、さらにこの面に調

整加工を加える。調整加工を加えた部分を打′点とし、数枚の象」片を手Jぎ取る。次に、石核を180度

回転させ、反対にある面を打面として手」片を作りだすという方法である。この子」片争」離作業によ

って作りだされた崇J片は接合資料 Iのほか第 9図 23、 第10図 29である。

第 2の手U片黒U離作業は、接合資料 H、 Ⅲと第10図38の石核にみることができる。まず、原石の

ある面を打面とし黒J片系J離を行なったのち、石核をいずれかの方向に90度横倒しにして、ふたた

び象」片黒」離を行なうという作業である。打面の形態はまちまちで、第10図 38のように自然面を打

面とする石核 と、接合資料Шのように打面の作出と調整加工を行なう石核とがある。崇U片の打面

観察の結果でも、調整打面をもつまJ片 と自然面を打面とする黒」片とがある。

さらに、第 9図 18の素材を石核稜付き石刃であると考え、第 8図15'16の素材である打面再生

象」片と第10図 33か ら35の石核調整象J片の存在を考え合わせれば、上見遺跡の手U片崇」離技術のなか

に石刃技法の存在を想定することもできる。しかし、本遺跡から明らかに石刃であるといえるも

のは出土していない。

このような劉片崇J離作業により作りだされた崇」片の多くは縦長崇J片であり、長さが 3 cmか ら6

cm、 幅では l cmか ら3 cmのばらつきがある。

本遺跡出上の象U片に関する特徴のひとつは、第 9図 21、 第10図30か ら32の折れ面を両端にもつ

系J片である。これらの象J片がなんらかの事故によって折れたものか、意図的に折られたか判断す

ることは難しい。ただ、これらの象J片が接合した例がないことから、遺跡外から持込まれたもの

か、目的は黒」片の両端部分にあり、これらの手J片は不要として廃棄されたもの、あるいは意図的
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に折られたものだが、なんらかの理由で遺棄されたものであるなどの可能性が残されている。第

2の特徴 としてあげられることは、象J片の表面に自然面が残された例が多いことである。自然面

が楽J片の表面に残っていることは、本遺跡において原石から石核整形、手」片崇U離の初期の段階が

行なわれたことを示すものとも思われるが、この点に関しては他の遺跡との比較を行なわなけれ

ば、どの程度の意味をもつか不明である。このほかたった 1点であるが、きわめて大きな手」片 (第

9図24)が出上 している。この制片を手」ぎ取ることができるような石核が出土していないことか

ら、遺跡外から持込まれたものであると思われる。

本遺跡において剖片を素材として作られた石器は極 く少なく、ナイフ形石器 1点、掻器 2点の

ほか、調整加工のある手J片が■点あるのみである。ナイフ形石器 (第 8図13)の調整加工は通常

の刃潰し加工であり、茅野市内では南岸遺跡下層の時期以降のナイフ形石器から認められる。打

面再生争J片 を素材 とした掻器 (第 8図 15)お よび調整加工のある黒J片 (第 8図 16、 第 9図17)は

特徴的な石器であるが類例は少なく、南岸遺跡、渋川遺跡第 2地 ミ́に形状が類似する掻器が出土

しているが、上見遺跡の掻器 とは調整加工の範囲と密度が異なる。

また、以上述べた石器群に用いられている石材は、気泡などを含まず透明で良質なものが用い

られている。石材に良質な黒曜石を用いる傾向は、渋川期に始 り御小屋之久保期以降本格化する

とされている。

以上の諸ッミと崇」片手」離技術が整うのは渋川期以降であることから、上見遺跡の石器群は渋川期

以降、御刀ヽ屋之久保以前に位置するものであると考えたい。

参考文献

宮坂英式・宮坂虎次 1966 『蓼科』尖石考古館研究報告叢書 第II冊
赤沢 威・小田静夫・山中一郎 1970 『日本の旧石器』 立風書房
加藤晋平・鶴丸俊明 1980 『図録石器の基礎知識 I・ H』  施書房

1986 『茅野市史 上巻 原始・古代』 茅野市
竹岡俊樹 1989 『石器研究法』 言叢社

第 2節 縄文時代

(I)土 坑

本遺跡で検出された土坑は、65基あるが、次のⅣ類 7種に分類が可能である。

1 類

12基が検出されている。平面形態は楕円形で、底面形は隅九長方形を呈する。坑底に大きなピ

ットを 1つ有するもので、坑底面での確認ではそれぞれのピットにロームを貼った痕跡が確認さ

れている。このピットを確認する前の坑底の状態は、多くの上坑で中央が盛 り上がっており、径

5 cm前後の刻ヽ ピットが数個確認できた。この盛 り上がっている個所はピットの中程までも堅 く貼

ってあるロームであり、ハー ドロームとの区別がつきにくいものであった。本遺跡からは 8基が
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検出されている。

ピット上層に貼ったロームは、22号土坑の 8 cmか ら43号上坑の28cmま で、厚さに差が認められ

る。上坑によっては、貼ったロームの厚さを計測しないまま、ピットを完掘したものもあるが、

概ねこの範囲内でロームを貼ったものと思われる。なお、ピットにロームを貼った痕跡のない土

坑も、 5号・23号・63号土坑の 3基が検出されている。このロームを盛り上げるように貼った土

坑と、ロームを貼った痕跡のない土坑とが時期的に同じものかどうかについては、明らかには出

来ないが、各土坑の配置などから、同じ時期と考えてよいものと思われる。また、同じ形態の陥

し穴も、その配列により、別の群である可能性もあるが、その時期差はさしてないものと思われ

る。形態から陥し穴と考えられる。

1類 a

2・ 5・ 22・ 23・ 26・ 39・ 43・ 49・ 54・ 59・ 61号土坑の■基が検出されている。平面形態が長

径123～ 185cmで平均145cm、 短径が75～ 146cmで平均120calの楕円形、底面形態は長径64～ 110cmで

平均88cm、 短径が55～ 74cmで平均65cmの F呂九長方形で、深さは61～ 92cmで平均76cmを測る。坑底

の中央には長径25～ 42cm、 短径13～ 24cm、 深さ30～ 65cm程のピットがある。平面形態の法量で見

ると、150cmか ら185cmのやや大きいものと、120cmか ら140cmの やや小さいものの 2種類があるよ

うに思われる。

1類 b

l tt bと される土坑は、もっとも北で検出された63号土坑の 1基である。平面形態は、 I tt a

に比して短軸が短く、底面形態も短軸がかなり短くなっている。断面の形態は短軸方向が中段に

稜のある「Y」 字形を呈している。 I tt aと 同じく坑底中央にピットが見られ、小ピットを幾つ

か埋設したものと思われるが、ピット上面をロームで貝占った痕跡はなかった。

1類土坑について

縄文時代の土坑の中に、陥し穴と考えられるもののあることを最初に指摘したのは茅野市蓼科

城之平遺跡を調査した宮坂英式氏である。その後、陥し穴と考えられる形態の土坑は神奈川県横

浜市の霧ケ丘遺跡群で注目されるところとなり、その後も各地で発見が相次いでいる。

茅野市においては、陥し穴土坑の発見こそ早かったものの、調査の対象が集落遺跡に集中して

いたこともあって、検出件数は少ない。茅野市内で検出された陥し穴土坑を列挙すると、蓼科城

之平遺跡で23基、米沢よせの台遺跡で 2基、豊平与助尾根南遺跡で 2基、豊平古田城跡で 3基、

米沢棚畑遺跡で 1基、金沢阿久尻遺跡 (今年度調査、未報告)で 3基が検出されており、本遺跡

の12基を合せても、 6遺跡46基にすぎない (第 3乳
)。

この他、報文あるいは茅野市史などの記

述に土坑の存在が記されているものとして、金沢判の木山西遺跡、同頭殿沢遺跡、玉川下の原遺

跡などがあるが、報文掲載の図面から陥し穴と判読できる資料は無かった。

上坑の坑底 ピットについて

上見遺跡では、 I tt a・ I tt bと したもの合せて12基の陥し穴土坑が検出されているが、いず
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れも坑底の中央に 1個のピットを持つ形態のものであった。

市内各遺跡の陥し穴土坑を見てみると、城之平遺跡で検出された23基の内、未完掘の 5基を含
(Pt 2)

めずに見ると、本遺跡と同様、坑底に 1個のピットを持つと推測できるものは15基ある。他に、

坑底ピッ トが 2個のものが 1基、 4個のものが 2基検出されている。

よせの台遺跡では、 2基検出されているが、坑底のピットはどちらも2個である。

与助尾根南遺跡では、 2基検出されているが、坑底のピットはどちらも 1個である。

古田城跡では、 3基検出されているが、坑底のビットは 1基が 2個、 2基が 5個である。

棚畑遺跡では 1基検出されているが、坑底のピットは 2個である。

阿久尻遺跡では 3基検出されているが、坑底に 2個のピットをもつものが 1基で、他の 2基は

小ピットはあるものの、大きなピットは検出されていない。なお、阿久尻遺跡は来年度にも調査

区域を残 してお り、新たな土坑の発見される可能性が充分残されている。

この様にして見ると、本遺跡と同様の形態をもつ土坑は、城之平遺跡の15基 と、与助尾根南遺

跡の 2基だけである。

1類土坑の配列

上見遺跡で確認された I tt a土坑 (陥 し穴)は、11基あるが、その内 9基が尾根に沿って波状

に一列に並んでいる。陥し穴は長軸方向が主軸になるものと考えられるため、並列する形になる

ものと思われる。

波状に並ぶと考えると、 2号土坑 と23号土坑はこの列から外れており、別の群になるものと考

えられる。また、59号土坑、54号土坑、49号土坑、43号土坑、39号土坑の 5基が弧状に並ぶと考

えると、23号土坑も間隔がやや開 くものの、同一の群 となる可能性があり、26号土坑、 5号土坑、

22号土坑が別の群になる。この場合も61号土坑 と22号土坑は別の群であろう。 I tt b土坑は、 I

類 aと は長軸方向がほぼ90度ずれていることもあって、別の群になると思われるが、残念ながら、

本遺構が調査可能区域の北端にあたり、同じ形態の上坑は水団などとして削平利用されている周

辺地域に存在 していたものと思われ、配列を見ることは出来ない。

市内発見の各遺跡の陥し穴土坑についてみても、城之平遺跡は遺構の数が多いのではっきりし

ないものの、各土坑が並列している様子が窺える。よせの台遺跡では、21・ 22号土坑の 2基が検

出されただけであるが、約 3mを 隔てて並んでいる。古田城跡では、 3基検出された陥し穴土坑

の内、形態の同じ 1。 2号土坑が 9mの間隔で並んでいる。同じ形態の土坑が 1基 しか検出され

ていないものも、調査面積が狭かったり、調査区の端にあるものがある等、調査区外に同じ群 と

なる可台を陛のあるものもある。以上から、本遺跡を含めて陥し穴土坑は、幾つかが群 となって並

列状態で並ぶと考えてよいものと思われる。その 1つの群の数については、 2基から多くても 5

基 ぐらいとなるのではなかろうか。

上坑壁画の小ビットについて

22号土坑には、壁面の中程よりやや高いところに、水平よりやや下向きに掘られた径 5 cm、 深
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さ20cm程のピットが11個検出されている。本遺跡でもこれが唯―の例であるが、棒状のものを上

坑内に向けて突き刺してあったように見受けられる。木の根等の痕跡がロームにある事は調査者

も充分に承知しており、それと異なりそうなのでここに報告する。なお、これらのピットの相対

するところにはピットはない。市内の遺跡検出の陥し穴土坑にこの類例を求めると、城之平遺跡、

よせの台遺跡がある。よせの台遺跡では、 2例ある陥し穴土坑の両方に壁面の孔が検出されてい

るようである。よせの台遺跡の報文中では、陥し穴土坑の掘り込みがそれほど深いものではない

ことから、それを補うなんらかの構造をこの小ピットに求めねばならないことを示唆している。

まだ例の少ない資料であるので、他に類例があれば紹介をお願いしたい。

I類土坑の時期について

本遺跡を含めて茅野市域の遺跡の多くが、耕作上である表土層の下が、直ちにローム漸移層に

なっている場合が多く、遺物包含層が極めて薄いため、遺構確認面の高低によって遺構の時期や

新旧関係を考えることは難しい。そこで、遺構から出土する遺物や、遺構の切 り合いによって、

時期や新旧関係を見ることが、遺構の年代を考える手段 として有効である。しかし、 I類土坑は

陥し穴 と考えられ、その性格からして遺物が出上しないのが通常の在 り方と考えられる。その為

遺物による時期決定には難しいものがある。本遺跡では、他の土坑とこの陥し穴とが混在し、中

には重複関係をもつ土坑もあった。

今回の調査では、 Ia土坑、 Ib土 坑合せて12基あるが、その内土器などの時期の分る遺物の

出上した土坑は 5・ 23・ 49・ 63号土坑の 4基である。遺物の時期はいずれも縄文時代中期初頭で

ある。陥し穴の性格からして他の上坑 との同時存在は考えにくく、また遺物の状況から他の上坑

と切 り合っている陥し穴も、それよりは古そうな状況もあるが、時期差はそれほどなく、土坑が

埋没す るより前に縄文時代中期初頭の時期を迎えているものと考えられる。

‖ 類

平面形態が円形または楕円形で、断面形態がタライ状のものを一括した。遺構の掘 り込みはハ

ー ドロームにまで至っており、壁や床もしっか りしている。同様の形態を示す土坑は21基あるが、

大きさによって、Ha類、Hb類に分類が可能である。分類の基準については、平面径の長軸が

100cm以上のものと以下のものとした。その内11基の覆土内に縄文時代中期初頭の上器が入ってい

た。完形品の出土はなく、また坑底から浮いているものが分いため、使途については不明な点が

分い。

Wa類

4・ 7・ 12・ 14。 18・ 29・ 32・ 35。 38,42・ 48・ 53・ 55・ 64。 65号土坑の15基が検出されてい

る。平面長軸は98～ 153cmで平均 120cm、 平面短軸は87～ 122cmで、平均104cmを 測る。底面長軸は

67～ 134cmで平均98cm、 底面短軸は59～ 100cmで平均83cmを 測る。深さは26～ 65cmで平均43cmを測

る。

遺物が全 く出上しなかった土坑は 7・ 32'38・ 55号土坑の 4基で、他の■基からはなんらかの
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遺物が出土している。12・ 14・ 18・ 29。 42・ 53・ 64・ 65号土坑の 8基からは、縄文時代中期初頭

の上器が出上している。黒曜石片が出土している土坑は 4・ 12・ 14・ 18・ 29。 35。 42・ 48・ 64号

土坑の 9基で、12・ 14・ 18。 29。 42・ 64号土坑の 5基は土器・黒曜石の両方が出土している。ま

た、35号土坑からは土器の出土は無いものの、黒曜石の他、凹石・石鏃が出土している。また、

29号土坑からも凹石の出土もあった。

Wb類

■ 。31・ 40。 41・ 46・ 60号土坑の 5基が検出されている。平面長軸は77～ 95cmで平均 83cm、 平

面短軸は70～ 95cmで平均 78cm、 底面長軸は56～ 82cmで平均 68cm、 底面短軸は50～ 80cmで平均63cm

を測 る。深さは24～ 51cmで平均37cmを 測る。 31・ 40。 41号土坑の 3基から縄文時代中期初頭の上

器片が出上しており、40号土坑からは黒曜石の出土もあった。

‖類土坑の時期について

21基ある土坑の多くで、縄文時代中期初頭の上器片を出土している。上器片を出上していない

土坑は 4・ 7・ 11・ 32・ 35'38・ 46。 48・ 55。 60号土坑の10基あるが、これらを含め、縄文時代

中期初頭 として差し支えないものと思われる。

III 類

平面形態が円形または楕円形で隅丸方形のものも見受けられる。断面形が皿状のものを一括し

た。掘 り込みがローム漸移層中で終っているものも多く、坑底が凸凹しているものもあるが、遺

構 と考えて差し支えないものと思われる。大きさによって、Ⅲ a類、Ⅲ b類に分類が可能である。

分類の基準については、平面径の長軸が100cm以上のものと以下のものとした。

III tt a

10・ 20・ 28'30。 34号土坑の 5基が検出されている。平面長軸は102～ ■5cmで平均は108c/m、 平

面短軸は74～ 100伽で平均86cmを測る。底面長軸は67～ 88伽 で平均81帥、底面短軸は53～ 81cmで平

均61cmを 測る。深さは16～ 28cmで平均23cmを 測る。

遺物の出土している土坑は34号土坑の 1基だけで、縄文時代中期初頭の上器が出土している。

III類 b

8'9・ 13・ 16・ 17・ 19・ 24・ 25。 27・ 36。 37・ 50'51・ 52・ 56・ 58号土坑の16基が検出され

ている。平面長軸は47～ 88cmで平均80cm、 平面短軸は47～ 88で平均71cmを測る。底面長軸は33～ 90

cmで平均 58cm、 底面短軸は29～ 75cmで平均52cmを 測る。深さは10～ 52cmで平均24伽 を測る。

遺物の出土している土坑は 8'13・ 16・ 17・ 51号土坑の 5基で、いずれも縄文時代中期初頭の

土器を出土している。黒曜石片の出土する土坑はなかった。

lll類の時期について

Ⅲ類土坑はma土坑、Ⅲbの上坑合せて21基が検出されているが、土器の出土した土坑は、8・

13・ 16。 17・ 34・ 51の 6基である。いずれの土坑出上の上器も縄文時代中期初頭のものであるが、

H類土坑に比して破片が小さい。所属時期については、縄文時代中期初頭で差し支えないものと
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思われる。

Ⅳ 類

平面形態は円形、または不整円形で、断面形は浅い皿状を呈するものを一括した。構造のはっ

きりした土坑の多い中で、遺構の掘 り込みがローム漸移層あるいはソフトローム中で終っている

ものが多く、壁や床のはっきりしないものが夕い。土坑とした中にも自然の凹凸であるものがか

なり含まれるのではないかと思われる。また、いくつかの上坑が重複しているのではないかと思

われるものも本類に入っている。

1・ 3・ 6・ 15'21・ 33'44・ 45。 47・ 57・ 62号土坑の11基がこれにあたる。この内、遺物の

出上のあった土坑は 3・ 15'21・ 47・ 57号土坑の 5基で、いずれも縄文時代中期初頭の上器が出

土している。また、15。 47号土坑からは黒曜石片の出土もあった。なお、21号土坑からは中世の

内耳土器の破片が出上している。

Ⅳ類土坑の時期について

IV類土坑は11基が検出されている。遺構とは考えられないものもあるが、出土遺物からやはり

縄文時代中期初頭と考えられる。21号土坑の内耳土器の解釈については、数個の上坑の重複と考

えられ、多くの上坑は縄文時代中期初頭に位置付けて差し支えないものと思われる。

(2)上 器

上見遺跡は、中期初頭のごく限られた時期に、短期間利用された土地と考えられる。住居l■の

検出がなかったこともあって、完形土器の出土はなく、また、調査時に一括土器とした遺物も遺

存度があまりよくなく、器形の全体像が窺えるものは出土していない。

遺構に確実に伴うと考えられるものは、 1の 3号土坑出土土器と、 2の 14号土坑出土土器の 2

点だけで、他の遺物については、大形の破片はあるものの、土石などと共に埋没したと考えた方

がよいものと思われる。個々の上器については、遺構と遺物の頂で述べてあるので、ここでは一

括して述べたい。

図化 |こ あたっては、出来るだけ多くの資料を提供しようとしたため、かなり小さな破片も図化

してある。その為、土器破片の文様組成の抽出を試みたが、完形となればこれ以外の文様を含む

可台を陛は充分考えられる。例えば、斜位の集合沈線としたものは、破片が大きくなれば横位また

は縦位の綾杉文となる可能性もある。実際、斜位の集合沈線をもつ破片が36点 と量的にも飛抜け

て多いのがそれを物語っている。平行沈線としたものは、集合沈線となる可能性ももっている。

また、縄文を施しただけの破片は36′点あるが、他の文様と組合わさる可能性は充分にあると思わ

れる。

縄文土器を概観すると、地文に縄文を施したものと、そうでないものとに大きく分けることが

出来る。

地文に縄文を施したものは53点あり、全体の1/3に あたる。結節の見られるものは、縄の末端処
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理をしたものを含めて 9′ミある (1・ 53・ 54・ 57・ 88。 106。 108・ 140'145)。 粘土組の貼付けを

もつものは 5・ 6・ 14・ 31・ 73の 5点ある。ソーメン状の細い粘土紐の貼付けをもつものは、■

の 1点だけである。刺突をもつものは、31の 1点だけである。平行沈線を施 したものは、縦位、

横位、斜位、曲線など含めて14′ミある。集合沈線を施したものは、 1・ 60。 82の 3点で、いずれ

も斜位の集合沈線である。綾杉文を施したものはHの 1点だけで、横位の綾杉である。鋸歯状文

を施 したものは103の 1点で、横位に施 している。なお、陰刻文を施したものは出上していない。

69・ 82の器壁は 3～ 4 mmで、胎土も他の上器とは異なっている。他地域からの搬入品かとも思わ

れる。出土遺構は42号土坑、53号土坑と異なるが、同一個体 と思われる。

地文に縄文を施さない土器は■0点ある。その殆どに半裁竹管を用いた文様が描かれているが、

地文に縄文を施した土器の中にも同様の文様があるため、縄文施文以外のものとして一括した。

ソーメン状の細い粘土紐の貼付けのあるものは、68・ 93の 2点ある。粘土組の貼付けのあるもの

は、 125。 161の 2点ある。結節状浮線文のあるものは、68・ 94。 132の 3点ある。陰刻文あるいは

陰刻状に撫で取ったものは、21・ 37・ 49・ 55'79。 96・ 97・ 153の 8点ある。刺突のあるものは129

の 1′ミである。平行沈線を施したものは、縦位、横位、斜位、曲線を含めて59点 ある。集合沈線

を施したものは、縦位、横位、斜位を含めて74′ミある。 7・ 72は、横位の集合沈線を短い間隔で

止めることによって、竹の節状の文様を描き出している。屈曲が少ない為横位の集合沈線とした

が、山形波状文または、鋸歯状文 としてもよいと思われる。綾杉文を施したものは、縦位、横位

を含めて24点ある。三角形の無文部分をその儘にしておくものと、撫で取って陰刻状にしたもの

が見られる。鋸歯状文を施したものは、縦位、横位を含めて 6点ある。また、集合沈線に斜交あ

るいは直交する沈線をもつものは20点 ある。

本遺跡出上の上器中にはソーメン状の貼付けのあるもの (11・ 68・ 93)、 結節状浮線文を施した

もの (68・ 82・ 94・ 132)、 陰刻文あるいは撫で取って陰刻状となるもの (21。 37・ 49・ 55。 79・

83・ 95・ 97・ 153)な ど、比較的古い様相を示すと思われるものも見られるが、概ね中期初頭の古

い段階に位置付けられよう。

(31 周辺遺跡 との関連

今回の調査では、縄文時代中期初頭 と考えられる土坑群が検出された。すでに破壊されている

と思われる個所が多いこともあって、住居 l■は検出できなかったが、本遺跡に住居 l」Lが存在 しな

いとすれば、周辺遺跡にその集落を求めねばならない。

茅野市内で縄文時代中期初頭の遺物の出上している遺跡は、御座岩岩陰遺跡、栃窪岩陰遺跡、

高風呂遺跡、棚畑遺跡 (ちの)、 棚畑遺跡 (米沢 )、 高部遺跡、晴ケ峰遺跡、上御前遺跡、経塚遺

跡、立石遺豚、中ッ原遺跡、与助尾根遺跡、一本柱遺跡、長峰遺跡、下の原遺跡、判の木山東遺

跡、御狩野遺跡、珍部坂A遺跡、頭殿沢遺隊に本遺跡を加え、20遺跡ある。この内本遺跡に比較

的近い遺跡を拾ってみると、上御前遺跡 (玉川神之原 )、 経塚遺跡 (豊平南大塩 )、 立石遺跡 (豊

―-78-



平南大塩 )、 中ッ原遺跡 (豊平南大塩 )、 与助尾根遺跡 (豊平東獄 )、 珍部坂A遺隊 (湖東堀)の 6

遺跡がある。

この直前である縄文時代前期終末 (下島式から晴ケ峰式)の上器を出上している遺跡は24遺跡

あるが、本遺跡に比較的近い遺跡としては、日向上遺跡 (豊平塩之 目)、 師岡平遺跡 (豊平上古

日)、 向原遺跡 (豊平南大塩 )、 神立林遺跡 (豊平南大塩 )、 竜神平遺跡 (豊平東嶽 )、 上御前遺跡

(玉川神之原)、 九生戸遺跡 (泉野小屋参 )、 金堀場遺跡 (豊平上場沢)の 8遺跡ある。

前期終末・中期初頭の遺物を出上している遺跡とも発掘調査によって該期の集落として確認さ

れているものはない。

近隣遺跡の中では、金堀場遺跡、大泉山を挟んで西側に師岡平遺跡がある。両遺跡とも、本遺

跡との間に大 日影川を挟んでいる。どちらも比較的大きな遺跡と考えられているが、残念ながら

発掘調査は行なわれていない。本遺跡のある、大 日影川と柳川の間に挟まれた台地の中には該期

の遺跡はないため、前記 2遺跡から本遺跡と関連のある遺跡を考えねばならないが、師岡平遺跡

は大 日影川を挟んでいる他に、間に大泉山がある。より関連のある遺跡を求めるとすれば、最も

有力なのが金堀場遺跡ではないかと思われる。

誰

(誰 1)各 土坑の数値は出来るだけ報文によったが、土坑の形態、断面形、坑底のピットなどは、統一の為、報

文と異なっているものもある。

(註 2)城 之平遺跡の調査では、杭を埋設した小ピットを掘り上げた段階で調査を終了しているが、近年の各遺
跡の事例では、杭を幾つかまとめて大きなピットに埋設し、ロームを充填している例が多く検出されている。再調

査することは出来ないが、報文の実測図から、小ピットしか確認されていないものでも、大きなピットがあったと

推測できるものについては、数値を変えて考察している。
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1 遺跡遠景 (西から)

2 第 1次調査 (東から)
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1 先上器時代の調査 (南から)

2 先土器時代遺物出土状況 (南から)
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1 先土器時代遺物出土状況 (東から)

2 先土器時代の接合資料(1)(約 2/3)
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2 先土器時代の接合資料⑪ (約 2/3)



1 先土器時代の石器(1)(約 2/3)
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2 先土器時代の石器2 (約 2/3)
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1 2号土坑

2 5,6・ 15号土坑 (南から)

22号土坑 (坑底ピット検出状態)
(耳ヒ東から)
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1 22号土坑 (完掘状態)(北から)

2 22号土坑 (壁面ピットの状態)

22号土坑 (壁面ピットに杭を差

してみる)
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1 43号土坑 (西から)

2 49号土坑 (西から)
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1 58・ 59号土坑 (西から)

2 61号土坑

3 63号土坑 (北西から)
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1 9。 10。 14・ 27;土坑 (北から)

2 14号土坑遺物出土状態 (南から)
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1 38・ 46号土坑 (西から)

2 42・ 53号土坑
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1 31号土坑遺物出土状態 (西から)

2 40号土坑
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3 41号土坑
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1 45。 47・ 60号土坑 (東から)

2 20号土坑 (北から)

3 28号土坑 (西から)
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1 34号土坑 (西から)

2 8号土坑 (北から)

3 13号土坑 (北から)
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1 19号土坑 (北から)

2 24・ 25号土坑 (西から)

3 36・ 37号土坑 (西から)
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1 50号土坑 (西から)

2 51・ 52号土坑

3 21号土坑
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2号ロームマウンド (西から)

2号ロームマウンド (西から)
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1 3号土坑出土土器

2 5'8号 土坑出土土器
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1 12号土坑出土土器

2 14号土坑出土土器
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1 13・ 15・ 16・ 17号土坑出土土器

祗r頸
|

Ⅷ 島
溶

″

酔け
2 18月1土坑出土土器
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1 21・ 23・ 29・ 31・ 48号土坑出土土器

2 40号土坑出土土器(1)
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1 40号土坑出土土器121

2 42号上坑出土土器
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1 41・ 42・ 47・ 49号土坑出土土器

2 51・ 53・ 57・ 63・ 64・ 65号土坑出土土器
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2 2号 ロームマウンド・Aト レンチ出土土器
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2 表採土器

趨 機
l A・ B,Cト レンチ出土土器
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1 縄文時代の石器(1)(約 2/3)

2 縄文時代の石器(2)(約 2/3)
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